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告
制
度
の
手
順
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Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
・
政
府
・
Ｎ
Ｇ
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の
関
わ
り

３
．
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
よ
る
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
の
導
入

４
．
第
６
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
検
証

日
本
が
、
１
９
８
５
年
に
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
か
ら
、
既
に
四
半
世
紀
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
日
本
は
、
条
約
実
施
状
況
レ
ポ
ー
ト
を
、
6
回
国
連
に
提
出
し
、

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
に
よ
る
審
議
を
4
回
（
2
・
3
次
レ
ポ
ー
ト
と
4
・
5
次
レ
ポ
ー
ト
は
一
括
審
議
さ
れ
た
）
受
け
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
第
6
次
日
本

レ
ポ
ー
ト
審
議
の
総
括
所
見
で
は
、
は
じ
め
て
2
項
目
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
に
指
定
さ
れ
、
通
常
の
定
期
レ
ポ
ー
ト
の
期
限
を
待
た
ず
、
2
年
以
内
に
実
施
報
告
を
提
出

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

本
論
文
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
と
さ
れ
た
総
括
所
見
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
「
民
法
等
の
改
正
」
と
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
「
暫
定
的
特
別
措
置
」
が
、（
1
）
日
本
政
府
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
か
、
さ
れ
な
か
っ
た
か
、（
2
）
そ
の
日
本
政
府
コ
メ
ン
ト
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
ど
う
評
価
し
た
か
、（
3
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
た
か
、

を
検
証
し
、
あ
わ
せ
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
と
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
の
法
的
拘
束
性
の
違
い
や
総
括
所
見
の
実
効
に
向
け
た
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
の
必
要
性
を
論
述
し
た
。

論
文
要
旨
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Ｎ
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Ｗ
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追
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Ｎ
Ｃ
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．
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．
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Ｏ
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1
．
は
じ
め
に
―
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
実
施
措
置

女
性
差
別
撤
廃
条
約
（
以
下
、「
条
約
」
と
略
す
）
は
、
そ
の
実
効
性
確
保
の
た
め
に
、
3
つ
の
国
際
的
な
実
施
措
置
を
持
っ
て
い
る
。
1
つ
は
、
条
約
第
18
条
に
規
定

す
る
国
家
報
告
制
度
で
あ
る
。
他
の
２
つ
は
、
条
約
採
択
か
ら
20
年
遅
れ
て
１
９
９
６
年
に
採
択
さ
れ
た
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
に
規
定
さ
れ
て
い
る
個
人

通
報
制
度
と
調
査
制
度
で
あ
る
。
２
０
１
３
年
１
月
現
在
、
条
約
締
約
国
は
、
１
８
７
か
国
を
数
え
、
選
択
議
定
書
の
締
約
国
も
１
０
４
か
国
に
の
ぼ
る
。

条
約
の
実
効
性
確
保
に
も
っ
と
も
有
効
な
の
は
、
条
約
上
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
者
が
、
直
接
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
（
以
下
、「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
」
も
し
く
は
「
委
員

会
」
と
略
す
）
に
人
権
救
済
を
申
し
立
て
ら
れ
る
個
人
通
報
制
度
（
選
択
議
定
書
第
1
条
〜
第
7
条
）
の
活
用
で
あ
る
。
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
裁
判
所
も
、

条
約
の
適
用
を
真
剣
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
職
権
で
調
査
を
開
始
す
る
調
査
制
度
（
選
択
議
定
書
第
8
条
〜
第
9
条
）
も
、「
重
大
な
ま
た
は

組
織
的
な
」
条
約
上
の
権
利
侵
害
に
は
有
効
な
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
、
１
９
８
５
年
に
条
約
を
批
准
し
た
も
の
の
、
現
在
に
至
る
も
選
択
議
定
書
を
未
批
准

で
あ
り
、
国
際
的
な
実
施
措
置
は
、
国
家
報
告
制
度
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。

国
家
報
告
制
度
に
よ
り
、締
約
国
は
、少
な
く
と
も
4
年
ご
と
に
条
約
の
実
施
状
況
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
国
連
事
務
総
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
政
府
代
表
を
招
い
て
締
約
国
レ
ポ
ー
ト
の
審
議
を
し
、
総
括
所
見
を
公
表
し
、
国
ご
と
の
問
題
点
を
詳
細
に
指
摘
す
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
国
家
報
告
制
度
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
２
０
０
８
年
の
第
41
会
期
以
降
、
新
た
に
総
括
所
見
の
う
ち
の
2
項
目
以
内
を
指
定
し
、
次
回
の
レ
ポ
ー

ト
提
出
ま
で
待
た
ず
に
、
2
年
以
内
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
２
０
０
９
年
の
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
の
総
括
所
見
に
つ
い
て
は
、
第
18
パ
ラ
グ
ラ

フ
の
民
法
改
正
と
第
28
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
暫
定
的
特
別
措
置
の
2
項
目
が
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
と
さ
れ
、
そ
の
手
続
き
が
進
行
し
た
。

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
人
権
条
約
で
あ
り
、
そ
の
履
行
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
締
約
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
履
行
状
況
の
報
告
を
す
る
の
も
、
ま
さ

に
履
行
義
務
を
負
っ
て
い
る
締
約
国
政
府
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
に
対
処
す
べ
く
、Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
意
見
収
集
に
重
要
性
を
認
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、

2
０
1
０
年
の
第
45
会
期
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
関
係
に
関
す
る
声
明
を
採
択
し
、
条
約
の
履
行
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
密
接
な
協
力
関
係
が
不
可
欠
な
こ
と
を
述
べ

て
い
る
（para.1

）。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
締
約
国
と
同
じ
期
限
内
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
お
り
、
そ
の
情
報
は

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
（para.11

）。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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本
稿
で
は
、
日
本
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
、
ど
の
よ
う
な
結
果
を
生
ん
だ
か
、
政
府
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
、
そ
し
て
、
筆
者
が
代

表
世
話
人
を
し
た
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、「
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
」
と
略
す
）
の
対
応
を
中
心
に
検
証
す
る
。

2
．
国
家
報
告
制
度
の
手
順
―
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
・
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
わ
り

次
頁
の
図
は
、
国
家
報
告
制
度
に
基
づ
く
第
６
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
の
手
順
を
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
実
行
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。
①
か
ら
順
に
、
時
系
列
的
に
追
っ
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

①
２
０
０
８
年
4
月
30
日　

日
本
政
府
第
6
次
レ
ポ
ー
ト
（C

ED
AW
/C
/JPN

/6

）
の
国
連
へ
の
提
出

本
来
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
期
限
は
、
２
０
０
６
年
７
月
で
あ
っ
た
の
で
、
1
年
7
か
月
遅
れ
の
提
出
で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
策
定
に
あ
た
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
５
８
２
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
（para.7

）
と
さ
れ
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
へ
の
関
心
の
高
さ
が
報
告
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
が
、
第
6
次
レ
ポ
ー
ト

に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
交
換
の
た
め
の
会
合
と
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
の
説
明
・
意
見
交
換
の
た
め
の
会
合
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る

（para.6,7

）
が
、
そ
れ
ら
は
、
時
間
的
に
も
内
容
的
に
も
、
極
め
て
限
定
的
で
、
双
方
向
性
の
あ
る
意
見
交
換
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

②
２
０
０
８
年
11
月
10
日　

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
作
業
部
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
で
は
、政
府
レ
ポ
ー
ト
の
審
議
さ
れ
る
2
つ
前
の
会
期
終
了
直
後
に
、作
業
部
会
を
開
催
し
、そ
の
政
府
へ
の
質
問
事
項
を
作
成
す
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

国
連
機
関
と
当
該
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
つ
く
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
作
業
部
会
に
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
か
ら
11
名
が
参
加
し
た
。
作
業
部
会
に
は
、

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
5
名
が
参
加
。
日
本
か
ら
の
10
分
間
の
発
言
の
後
、
2
人
の
委
員
か
ら
、
ト
ラ
フ
ィ
キ
ン
グ
、
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
雇
用
に
お
け
る
差
別
、
家
族
法
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

③
２
０
０
８
年
11
月
20
日　

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
質
問
事
項
（C

ED
AW
/C
/JPN

/Q
/6

）
公
表
（C

ED
AW
 W
eb

）

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
日
本
へ
の
質
問
事
項
は
、
第
6
次
レ
ポ
ー
ト
が
国
会
に
報
告
さ
れ
た
か
（para.1

）、
監
視
・
影
響
調
査
専
門
委
員
会
の
提
言
を
実
施
す
る
た
め
に
と
っ

た
情
報
（para.2

）、
前
回
の
総
括
所
見
の
勧
告
の
履
行
状
況
（para.3

）
か
ら
始
ま
り
、
選
択
議
定
書
の
批
准
（para.30

）
ま
で
、
作
業
部
会
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
踏
ま
え
た
日
本
の
実
情
に
即
し
た
30
項
目
に
な
っ
て
い
る
。 （

5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）（

9
）
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⑮フォローアップ項目へのNGOレポート
　内閣府等へ提出（2011.8.2）

⑬JNNCによるフォローアップ担当シモノヴィッチ委員
　招聘 政府要請と各地での講演（2010.8.21 ～ 9.5）

⑱フォローアップ項目に関するCEDAWの
　評価についての見解（2012.1.1）

⑭フォローアップ項目へのNGOレポート送付（2011.7.28）

⑪日本レポート審議傍聴（NY、2009.7.23）

②会期前作業部会NGOブリ―フィング      
（ジュネーブ、2008.11.10）

⑨ランチタイムブリ―フィング（NY、2009.7.22）

⑧非公式ブリ―フィング（NY、2009.7.22）

⑥NGOレポート送付（2009.6.2）

①第 6次日本レポート（2008.4）

③質問事項公表（2008.12.1）

⑤質問事項に対する政府回答（2009.4）

⑦省庁交渉・院内集会など
　（選択議定書早期批離・民法改正など。2009.1 ～ 6）

④質問事項に対するNGOレポート内閣府へ提出（2009.4.15）

女性差別撤廃委員会第 6次日本レポート審議に向けたNGOの取り組み

⑲日本政府追加情報再提出（2012.11）

⑫総括所見公表（2009.8.7）＜フォローアップ 2項目提出指示含む＞

⑰フォローアップ回答への見解（20011.11.4）＜18 項目についての再提出指示含む＞

⑯フォローアップ項目への日本政府コメント（2011.8.5）

⑩日本レポート審議（CEDAW第 44 会期、NY、2009.7.23）

女性差別撤廃条約NGOネットワークⅡ（JNNCⅡ）
全体会開催（第 1回：2008.8.27）

注：数字は事柄の時系列的順番を表す。 2012.12 現在
石崎節子作成

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
　
　
C
E
D
E
W

日
　
本
　
政
　
府
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④
２
０
０
９
年
4
月
15
日　

質
問
事
項
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
回
答
を
内
閣
府
へ
提
出

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
質
問
事
項
30
項
目
に
加
え
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
質
問
に
は
な
か
っ
た
婚
外
子
差
別
、
い
わ
ゆ
る
「
慰
安
婦
」
問
題
、
障
害
を
も
つ
女
性
の
複
合
差
別
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
の
明
記
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
へ
の
差
別
、
性
に
中
立
な
職
務
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
6
項
の
課
題
を
加
え
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ

回
答
を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
提
出
す
る
前
に
、
内
閣
府
に
提
出
し
た
。
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
こ
の
時
点
で
、
政
府
が
既
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
回
答
を
提
出
し
た
こ

と
を
知
ら
ず
、
政
府
回
答
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
意
向
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
す
で
に
政
府
回
答
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
送
ら
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

⑤
２
０
０
９
年
4
月
14
日　

質
問
事
項
に
対
す
る
政
府
回
答
（C

ED
AW
/C
/JPN

/Q
/6,Add.1

）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
さ
れ
た
日
本
政
府
回
答
の
日
付
は
、
４
月
14
日
に
な
っ
て
い
る
。
④
と
⑤
の
日
付
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
が
日
本
政
府
の
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
提
出
日
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
政
府
回
答
は
、
総
頁
65
頁
の
、
デ
ー
タ
も
使
っ
た
丁
寧
な
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
物
足
り
な
い
事

項
が
多
い
の
は
、
否
め
な
い
。

⑥
２
０
０
９
年
6
月
2
日　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
送
付

条
約
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
を
扱
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
テ
ー
マ
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
個
別
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
だ
け
で
な
く
、Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
と
し
て
、主
要
テ
ー
マ
ご
と
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
視
点
で
状
況
を
ま
と
め
た
「
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
し
、「
質
問
事
項
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
回
答
」
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
し
た
。
こ
う
し
て
、「
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
」

が
作
成
で
き
た
の
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
が
毎
月
例
会
を
開
催
し
て
活
動
を
と
も
に
し
て
き
た
実
績
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
。

⑦
２
０
０
９
年
1
月
〜
6
月　

省
庁
交
渉
・
与
党
へ
の
働
き
か
け
・
院
内
集
会
な
ど

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、そ
の
統
一
テ
ー
マ
を
、民
法
改
正
と
選
択
議
定
書
の
批
准
に
し
ぼ
り
、第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
に
向
け
て
、省
庁
交
渉・院
内
集
会
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

た
。
２
０
０
９
年
1
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
、
選
択
議
定
書
の
早
期
批
准
を
目
指
し
て
、
全
部
で
46
回
、
与
党
（
自
民
党
・
公
明
党
）
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
ま
た
、
民

法
改
正
に
つ
い
て
の
院
内
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
国
会
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
、
最
大
限
の
努
力
を
し
た
も
の
の
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
ふ
た
つ
な

が
ら
成
果
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。

⑧
２
０
０
９
年
7
月
20
日　

非
公
式
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
概
む
ね
1
会
期
8
か
国
の
締
約
国
レ
ポ
ー
ト
審
議
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ポ
ー
ト
が
審
議
対
象
に
な
る
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
2
回
に
分
け
て
、
非
公

（
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）
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式
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
。「
非
公
式
」
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
会
期
内
に
、
委
員
会
の
場
で
開
催
さ
れ
る
、
正
式
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
意
見
聴
取
の

場
で
あ
る
。
日
本
政
府
に
対
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
、
最
初
に
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
と
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
・
ナ
ウ
か
ら
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
後
、
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
突
っ
込
ん
だ
質
問
が
あ
っ
た
。

⑨
２
０
０
９
年
7
月
22
日　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
独
自
で
、
ま
さ
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
昼
休
み
（13:15-14:40

）
に
、
国
連
の
会
議
場
で
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
。
日
本
レ
ポ
ー
ト
審

議
に
あ
た
る
チ
ェ
ン
バ
ー
Ｂ
の
委
員
11
名
中
10
名
、
直
接
審
議
に
は
あ
た
ら
な
い
チ
ェ
ン
バ
ー
Ａ
か
ら
3
名
の
合
計
13
名
の
委
員
が
参
加
し
た
。
ま
ず
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
を
構

成
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
17
人
が
、
当
事
者
の
声
を
直
接
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
に
伝
え
た
。
そ
の
後
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
か
ら
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
昼
休
み
時
間
内
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
回
答
は
、
午
後
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
セ
ッ
シ
ョ
ン
中
に
文
書
に
し
て
手
渡
し
た
。
雇
用
、
教
育
、「
慰
安
婦
」
問
題
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
、
公
人
に
よ
る
女
性
差

別
発
言
な
ど
多
く
の
領
域
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
声
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑩
・
⑪
２
０
０
９
年
7
月
23
日　

日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

第
44
会
期
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
第
８
９
０
会
合
（
午
前10:00-13:00

）
お
よ
び
第
８
９
１
会
合
（
午
後15:00-17:00

）
が
、
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
に
当
て
ら
れ
た
。
日

本
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
し
た
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
84
人
が
傍
聴
す
る
中
、
南
野
知
惠
子
首
席
代
表
以
下
20
名
の
日
本
政
府
代
表
団
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
と
の
「
建
設

的
対
話
」
に
臨
ん
だ
。
南
野
代
表
は
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
男
女
共
同
参
画
の
歩
み
が
遅
い
こ
と
を
率
直
に
認
め
、
そ
の
理
由
を
、
固
定
的
役
割
分
担
意
識
が
依
然
と
し

て
根
強
い
こ
と
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難
な
こ
と
、
仕
事
に
就
い
て
い
る
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、
と
述
べ
た
。
代
表
団
に
は
、

若
手
の
官
僚
が
多
く
、Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
の
質
問
に
「
防
戦
の
構
え
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
／
Ｂ
Ｓ 

２
０
０
９
年
7
月
30
日
「
世
界
の
動
き
」
内
で
の
表
現
）
で
、資
料
を
棒
読
み
し
、

「
建
設
的
対
話
」
に
は
程
遠
か
っ
た
の
が
、
悔
や
ま
れ
た
。

⑫
２
０
０
９
年
8
月
7
日　

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
（C

ED
AW
/C
/JPN

/C
O
/6

）
公
表

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
レ
ポ
ー
ト
審
議
か
ら
2
週
間
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
日
本
の
第
6
次
レ
ポ
ー
ト
審
議
の
総
括
所
見
を
公
表
し
た
。
60
項

目
の
う
ち
48
項
目
が
、「
主
要
な
懸
念
事
項
お
よ
び
勧
告
」
に
当
て
ら
れ
、民
法
改
正
（
第
18
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
暫
定
的
特
別
措
置
（
第
28
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
の
2
項
目
が
、フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
と
さ
れ
、
2
年
以
内
に
報
告
を
求
め
ら
れ
た
。

（
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⑬
２
０
１
０
年
8
月
21
日
―
9
月
5
日　

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
に
よ
る
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
招
聘

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
募
金
活
動
に
よ
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
特
別
報
告
者
で
あ
る
ド
ゥ
ブ
ラ
ヴ
カ
・
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
（D

u
bravka Š

im
on

ovi

ク

ロ
ア
チ
ア
出
身
）
を
招
聘
し
た
。
同
委
員
は
、
2
週
間
の
滞
在
中
、
日
本
全
国
5
会
場
で
の
講
演
を
行
う
と
同
時
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
の
直
接
担
当
者
で
あ
る

政
府
関
係
者
（
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
、外
務
省
人
権
大
使
、外
務
政
務
官
、法
務
事
務
次
官
な
ど
）
へ
の
表
敬
訪
問
に
よ
り
、Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
意
義
を
周
知
す
る
こ
と
に
貢
献
さ
れ
た
。

⑭
２
０
１
１
年
7
月
28
日　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
送
付

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
に
つ
い
て
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
と
総
括
所
見
全
体

の
進
捗
状
況
表
を
策
定
し
、ｅ
メ
ー
ル
と
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
事
務
局
に
送
付
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
情
報
提
供
を
歓
迎
し
、オ
フ
ォ
シ
ャ
ル
・

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
を
含
め
て
8
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

⑮
２
０
１
１
年
8
月
2
日　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
内
閣
府
等
へ
提
出

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
送
付
し
た
⑭
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
8
月
2
日
に
は
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
お
よ
び
外
務
省
人
権
人
道
課
に
、
参
考
の
た
め
提
出
し
た
。

⑯
２
０
１
１
年
8
月
5
日　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
へ
の
日
本
政
府
コ
メ
ン
ト

日
本
政
府
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
総
括
所
見
第
18
パ
ラ
グ
ラ
フ
と
第
28
パ
ラ
グ
ラ
フ
へ
の
2
年
以
内
の
回
答
「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解

（C
E

D
A

W
/C

/JP
N

/C
O

/6

）
に
対
す
る
日
本
政
府
コ
メ
ン
ト
」（
仮
訳
）
を
、
期
限
内
の
２
０
１
１
年
8
月
5
日
に
提
出
し
た
。

⑰
２
０
１
１
年
11
月
4
日　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
回
答
へ
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
見
解

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
日
本
政
府
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
回
答
を
、
第
50
会
期
に
検
討
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
者
ド
ゥ
ブ
ラ
ヴ
カ
・
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
名
で
、

小
田
部
陽
一
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大
使
宛
て
に
、
第
28
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
履
行
を
歓
迎
し
、
第
18
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
更
に
1
年
以
内

に
追
加
的
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。

⑱
２
０
１
２
年
1
月
1
日　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
に
関
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
評
価
に
つ
い
て
の
見
解
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
）

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
へ
の
日
本
政
府
の
コ
メ
ン
ト
と
そ
れ
に
対
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
評
価
を
受
け
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
見
解
を
ま
と
め
、
注
意
を

喚
起
す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、
外
務
大
臣
宛
て
に
送
付
し
た
。

（
17
）

（
18
）（

19
）

（
20
）

（
21
）



女性差別撤廃委員会総括所見フォローアップの検証

319

⑲
２
０
１
２
年
11
月　

日
本
政
府
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
追
加
的
情
報
再
提
出

日
本
政
府
は
、
２
０
１
１
年
の
評
価
時
に
、
再
提
出
を
求
め
ら
れ
た
総
括
所
見
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
（
民
法
改
正
）
に
つ
い
て
、
改
正
法
案
の
動
向
や
政
府
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
再
度
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
民
法
改
正
に
至
ら
な
い
事
情
の
説
明
に
終
始
し
た
。

⑳
２
０
１
２
年
1
月
1
日　

日
本
政
府
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
追
加
的
情
報
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
）

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
日
本
政
府
の
追
加
情
報
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
追
加
情
報
の
不
備
・
問
題
点
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
長
宛
て
に
送
付
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
う
手
続
き
に
よ
っ
て
も
、
民
法
改
正
は
、
ま
っ
た
く
手
つ
か
ず
の
ま
ま
推
移

し
た
こ
と
に
な
る
。

3
．
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
よ
る
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
の
導
入

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
第
41
会
期
（
２
０
０
８
年
）
に
、
総
括
所
見
を
よ
り
具
体
的
か
つ
明
確
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
な
ど
の
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
総
括
所
見
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
の
導
入
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
、
締
約
国
に
総
括
所
見
の
特
定
の
勧
告
に
つ
い

て
と
っ
た
措
置
を
2
年
以
内
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、２
０
１
１
年
に
評
価
を
行
う
と
し
た
。
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
長
（
当
時
）
は
、

こ
れ
ら
の
活
用
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
連
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
第
44
会
期
（
２
０
０
９
年
）
に
、（
1
）
総
括
所
見
の
最
大
2
項
目
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
と
す
る
こ
と
、（
2
）
選
択
の
基
準
は
、
そ
れ
ら
の
項

目
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
条
約
の
履
行
の
主
要
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
実
行
が
提
示
さ
れ
た
期
限
内
に
可
能
で
あ
る
こ
と
、（
3
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
特
別
報
告
者
を
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
と
し
、
代
替
報
告
者
を
バ
ー
バ
ラ
・
ベ
イ
リ
ー
（B

arbara  E
velyn

 B
ailey

ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
）
と
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。Ｃ

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
第
45
会
期
（
２
０
１
０
年
）
に
、
特
別
報
告
者
の
提
案
を
審
議
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
に
従
っ
て
提
出
さ
れ
た
締
約
国
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
の

手
順
を
採
択
し
た
。
採
択
さ
れ
た
手
順
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
各
会
期
に
、
締
約
国
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
勧
告
の
進
捗
状
況
と
と
も
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
に
お

け
る
締
約
国
の
協
力
の
レ
ベ
ル
も
評
価
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
そ
の
後
の
行
動
を
決
定
す
る
こ
と
、
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）



320

評
価
は
、
5
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

（
ａ
）「
申
し
分
な
い
」―
さ
ら
な
る
情
報
も
行
動
も
、
不
要
で
あ
る
。

（
ｂ
）「
合
格
」―
次
回
の
定
期
レ
ポ
ー
ト
に
、
履
行
に
関
す
る
追
加
情
報
を
求
め
る
。

（
ｃ
）  「
協
力
的
で
は
あ
る
が
、
不
十
分
」
ま
た
は
「
部
分
的
に
履
行
」―「
追
加
的
説
明
を
要
請
す
る
」、「
次
回
の
定
期
レ
ポ
ー
ト
に
、
履
行
に
関
す
る
追
加
情
報
を
求

め
る
」、「
技
術
的
支
援
を
推
奨
す
る
」
の
す
べ
て
、
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
か
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
ｄ
）  「
履
行
で
き
て
い
な
い
」―「
追
加
的
説
明
を
要
請
す
る
」、「
次
回
の
定
期
レ
ポ
ー
ト
に
、
履
行
に
関
す
る
追
加
情
報
を
求
め
る
」、「
技
術
的
支
援
を
推
奨
す
る
」

の
す
べ
て
、
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
か
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
ｅ
）  「
対
応
な
し
」―
督
促
せ
ざ
る
を
得
な
い
。（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
担
当
特
別
報
告
者
か
ら
、
2
か
月
後
、
4
か
月
後
、
に
督
促
し
、
6
か
月
以
内
に
情
報
が
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
、
当
該
政
府
代
表
部
と
会
合
を
も
ち
、
こ
の
督
促
を
公
表
す
る
。）

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
実
現
し
た
進
展
に
つ
い
て
、
次
の
総
括
所
見
で
言
及
す
る
。
履
行
が
不
十
分
な
場
合
は
、
次
の
締
約
国
レ
ポ
ー

ト
審
議
で
取
り
上
げ
、
そ
の
結
果
を
総
括
所
見
に
反
映
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
締
約
国
の
総
括
所
見
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
に
寄

与
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
よ
る
審
議
（「
建
設
的
対
話
」）
を
経
な
い
た
め
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
国
内
人
権
機
関
、
当
該
国
国
連
代
表
部
、

国
連
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
情
報
を
求
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
連
人
権
機
関
に
よ
る
総
括
所
見
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
開
始
以
前
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
、
他
の
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
。

（
1
）  

自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
総
括
所
見
の
中
で
、
早
急
に
手
当
て
す
べ
き
項
目
を
示
し
、
1
年
以
内
に
履
行
状
況
の
追
加
情
報
を
求
め
、
会
期
中
に
そ
れ
に
つ
い
て

審
議
の
上
、
委
員
会
の
年
次
報
告
書
に
あ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
節
に
書
き
入
れ
る
。

（
2
）  

人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
場
合
は
、
そ
の
手
続
き
規
則
第
65
に
よ
り
、
委
員
会
か
ら
の
勧
告
を
実
施
す
る
た
め
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を

指
名
し
、
国
別
報
告
者
と
協
力
し
て
、
長
期
間
の
継
続
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
。

（
3
）  

拷
問
等
禁
止
委
員
会
は
、
追
加
情
報
の
必
要
な
少
数
の
勧
告
を
選
び
、
1
年
以
内
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
要
請
す
る
。
そ
の
勧
告
は
、
深
刻
で
あ
り
、
保
護
し
う

（
26
）

（
27
）

（
28
）
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る
も
の
で
、
か
つ
1
年
以
内
に
遂
行
し
う
る
も
の
と
さ
れ
る
。
委
員
会
か
ら
指
名
さ
れ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
者
は
、
経
過
報
告
を
委
員
会
に
提
出
す
る
。

（
4
）  
社
会
権
規
約
委
員
会
は
、
総
括
所
見
で
、
次
回
の
定
期
レ
ポ
ー
ト
の
期
限
以
前
に
追
加
情
報
や
デ
ー
タ
を
特
別
に
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
出
さ
れ
た
情
報

は
、
直
近
の
会
期
前
作
業
部
会
で
審
議
し
、
①
委
員
会
が
留
意
す
る
、
②
特
別
な
追
加
総
括
所
見
を
採
択
す
る
、
③
さ
ら
な
る
情
報
を
要
請
す
る
、
な
い
し
は
、

④
委
員
長
に
で
き
れ
ば
締
約
国
政
府
の
出
席
の
も
と
で
当
該
事
項
を
次
会
期
に
審
議
す
る
旨
締
約
国
に
通
告
す
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
の
い
ず
れ
か

を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
委
員
会
が
、
要
請
し
た
情
報
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
技
術
的
支
援
者
と
し
て
1
人
な
い
し
2
人
の
委
員
の
派
遣
を
受
け
入
れ
る

よ
う
締
約
国
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
経
済
社
会
理
事
会
に
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
約
委
員
会
も
、
多
少
内
容
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
総
括
所
見
の
履
行
に
向
け
た
実
効
性
確
保
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
も
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
条
約
委
員
会
と
同
一
の
目
的
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

4
．
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
検
証

（
1
）
総
括
所
見
の
構
成
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目

①　

総
括
所
見
の
構
成

第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
の
審
議
が
、２
０
０
９
年
7
月
23
日
に
行
わ
れ
、8
月
7
日
に
は
、早
く
も
総
括
所
見
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
公
表
さ
れ
た
。

全
体
で
60
パ
ラ
グ
ラ
フ
か
ら
な
る
総
括
所
見
は
、
そ
の
う
ち
の
48
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
「
主
要
な
懸
念
事
項
お
よ
び
勧
告
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
て
発
出
さ

れ
た
第
2
・
第
3
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
最
終
コ
メ
ン
ト
（
現
在
の
総
括
所
見
、
１
９
９
５
年
）
の
10
パ
ラ
グ
ラ
フ
中
「
提
案
お
よ
び
勧
告
」
3
パ
ラ
グ
ラ
フ
、
前
回
の

第
4
・
第
5
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
最
終
コ
メ
ン
ト
（
２
０
０
３
年
）
の
42
パ
ラ
グ
ラ
フ
中
「
主
要
な
問
題
領
域
お
よ
び
勧
告
」
22
パ
ラ
グ
ラ
フ
と
比
べ
る
と
、
格
段
に

充
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
「
主
要
な
懸
念
事
項
お
よ
び
勧
告
」
は
、
日
本
国
が
、
本
条
約
の
す
べ
て
の
条
項
を
実
施
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
（para.13

）、
本
条

約
上
の
義
務
を
実
施
す
る
第
一
義
的
な
責
任
が
政
府
に
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
本
条
約
が
政
府
の
す
べ
て
の
部
門
に
拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
を
強
調
し
（para.14

）、

差
別
的
法
規
定
の
撤
廃
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
の
弁
明
に
世
論
調
査
を
用
い
た
こ
と
に
懸
念
を
示
し
（para.17

）、
本
条
約
を
女
性
差
別
撤
廃
の
分
野
に
お
け
る
最
も
適

（
29
）
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切
な
法
的
拘
束
力
あ
る
国
際
文
書
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
（para.20

）。
ま
た
、
前
回
の
最
終
コ
メ
ン
ト
の
勧
告
へ
の
取
り
組
み
が
不
十
分
な
こ

と
を
遺
憾
で
あ
る
と
し
、
と
り
わ
け
、
差
別
の
定
義
、
民
法
に
お
け
る
差
別
規
定
、
労
働
市
場
に
お
け
る
女
性
の
状
況
と
賃
金
差
別
、
女
性
の
政
治
参
加
の
低
さ
の
改
善

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
今
回
の
総
括
所
見
に
加
え
て
、
前
回
の
最
終
コ
メ
ン
ト
の
実
施
さ
れ
て
い
な
い
勧
告
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
請
し
て

い
る
（paras.15,16

）。

そ
の
上
で
、
①
差
別
の
定
義
、
②
国
内
人
権
機
関
、
③
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
国
内
本
部
機
構
、
④
暫
定
的
特
別
措
置
、
⑤
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
⑥
女
性
に
対
す

る
暴
力
、
⑦
人
身
売
買
お
よ
び
売
買
春
に
よ
る
搾
取
、
⑧
政
治
的
・
公
的
活
動
に
お
け
る
平
等
な
参
加
、
⑨
教
育
、
⑩
雇
用
、
⑪
家
庭
と
職
業
生
活
の
調
和
、
⑫
健
康
、

⑬
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
、
⑭
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
女
性
、
⑮
北
京
行
動
綱
領
の
活
用
、
⑯
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
へ
の
取
り
組
み
に
お
け
る
本
条
約

の
反
映
、
⑰
移
住
労
働
者
条
約
お
よ
び
障
害
者
の
権
利
条
約
の
批
准
奨
励
、
⑱
「
総
括
所
見
」
等
の
周
知
、
⑲
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
⑳
次
回
報
告
の
期
日
、
の
各
項
目
に
具

体
的
か
つ
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

中
で
も
、
今
回
は
じ
め
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
が
設
定
さ
れ
、
緊
急
を
要
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
お
よ
び
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
の
2
項
目
の
勧
告
を
実
施
し
、
2
年

以
内
に
詳
細
な
情
報
を
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
（para.59

）。

②　

パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
―
民
法
等
の
改
正

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
の
1
つ
目
は
、
民
法
等
の
改
正
で
あ
る
。
総
括
所
見
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
17
で
、
前
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
の
勧
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

差
別
的
な
民
法
規
定
が
撤
廃
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
懸
念
を
示
し
た
後
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
で
、
具
体
的
に
、
男
女
と
も
に
婚
姻
最
低
年
齢
を
18
歳
に
す
る
こ
と
、
女
性

の
み
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
6
か
月
の
再
婚
禁
止
期
間
を
廃
止
す
る
こ
と
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
採
用
す
る
民
法
の
改
正
を
内
容
と
す
る
民
法
改
正
の
た
め
に
早
急
に

措
置
を
と
る
こ
と
を
要
請
し
、
さ
ら
に
、
婚
外
子
と
そ
の
母
親
に
対
す
る
民
法
お
よ
び
戸
籍
法
の
差
別
的
規
定
を
撤
廃
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

続
け
て
、
本
条
約
を
批
准
し
た
締
約
国
の
義
務
は
、
世
論
調
査
の
結
果
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
本
条
約
は
、
締
約
国
の
国
内
法
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
本
条

約
の
規
定
に
従
っ
て
国
内
法
を
整
備
す
る
と
い
う
義
務
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

条
約
第
16
条
で
は
、「
男
女
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
次
の
こ
と
を
確
保
す
る
」
と
し
て
、
第
1
項
（
ａ
）
婚
姻
を
す
る
同
一
の
権
利
、（
ｄ
）
子
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
の
親
（
婚
姻
を
し
て
い
る
か
い
な
い
か
を
問
わ
な
い
。）
と
し
て
の
同
一
の
権
利
及
び
責
任
。
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
子
の
利
益
は
至
上
で
あ
る
、（
ｇ
）
夫
及
び

妻
の
同
一
の
個
人
的
権
利
（
姓
及
び
職
業
を
選
択
す
る
権
利
を
含
む
。）
と
規
定
し
て
い
る
。

（
30
）
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こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
民
法
第
７
３
１
条
の
「
男
は
、
18
歳
に
、
女
は
16
歳
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
婚
姻
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
規
定
と
、
民
法
第
７
３
３

条
①
の
「
女
は
、前
婚
の
解
消
又
は
取
消
し
の
日
か
ら
6
箇
月
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、再
婚
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
規
定
は
、条
約
第
16
条
1
項
（
ａ
）
に
、

明
白
に
違
反
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
法
第
７
５
０
条
の
「
夫
婦
は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
夫
又
は
妻
の
氏
を
称
す
る
」
は
、
夫
婦
同
一
姓
を
強
制
し
て

お
り
、
現
実
に
、
96
％
以
上
の
夫
婦
が
夫
の
氏
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
約
第
16
条
1
項
（
ｇ
）
と
差
別
と
な
る
慣
習
・
慣
行
の
修
正
・
廃
止
を
求
め
て
い
る
第
2

条
（
ｆ
）
と
合
わ
せ
読
む
こ
と
に
よ
り
、
条
約
違
反
を
構
成
し
て
い
る
。

婚
外
子
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
９
０
０
条
4
号
た
だ
し
書
き
が
、「
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
は
、
嫡
出
で
あ
る
子
の
相
続
分
の
2
分
の
1
」
と
す
る
規
定
や
、
出
生
届

に
「
嫡
出
子
・
嫡
出
で
な
い
子
」
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
あ
る
な
ど
、
戸
籍
制
度
に
お
け
る
差
別
規
定
が
、
条
約
第
16
条
1
項
（
ａ
）（
ｄ
）
に
違
反
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

同
条
（
ｄ
）
が
、
婚
姻
を
し
て
い
る
か
い
な
か
を
問
わ
ず
、
子
に
対
す
る
同
一
の
権
利
を
も
ち
、
子
の
利
益
を
至
上
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
日
本
政
府
レ
ポ
ー
ト
審
議
の
た
び
に
、
問
題
に
し
て
き
た
し
、
２
０
０
３
年
の
最
終
コ
メ
ン
ト
で
も
、「
民
法
の
中
に
い
ま
だ
に

残
る
差
別
的
な
条
項
を
削
除
し
、
立
法
や
行
政
実
務
を
条
約
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
」（para.36

）
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
１
９
９
６
年
に
法
制
審
議
会
の
「
民
法
改
正
案
要
綱
」
が
答
申
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
、
手
つ
か
ず
状
態
で
推
移
し
、
い
さ
さ
か
の
発
展
も

み
ら
れ
な
い
。
２
０
０
９
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
お
け
る
第
6
次
レ
ポ
ー
ト
会
期
前
作
業
部
会
か
ら
の
質
問
事
項
へ
の
回
答
で
は
、
世
論
調
査
の
結
果
を
示
し
、
審
議
に
際

し
て
も
、
法
務
省
が
、「
こ
の
民
法
改
正
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
婚
姻
制
度
や
家
族
の
在
り
方
と
関
連
す
る
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
国
民
各
層
や
関
係
方

面
で
様
々
な
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
状
況
を
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
後
も
、
こ
の
よ
う

な
議
論
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
答
弁
に
終
始
し
た
。

そ
こ
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
世
論
の
動
向
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
条
約
違
反
を
構
成
し
て
お
り
、
条
約
批
准
国
の
義
務
と
し
て
、
本
条
約
の
規
定

に
従
っ
て
国
内
法
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
民
法
の
差
別
規
定
こ
そ
日
本
の
条
約
履
行
に
と
っ
て
主
要
な
障
害
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
改
正
は
、
2
年
以
内
に
可
能
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
こ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
に
指
定
し
た
。

③　

パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
―
暫
定
的
特
別
措
置

も
う
1
つ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
総
括
所
見
で
あ
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
は
、
暫
定
的
特
別
措
置
で
あ
る
。
総
括
所
見
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
27
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、

と
く
に
職
場
に
お
け
る
女
性
、
お
よ
び
女
性
の
政
治
的
・
公
的
活
動
の
参
加
に
関
し
て
、
事
実
上
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
促
進
す
る
た
め
の
暫
定
的
特
別
措
置
が
取
ら
れ

（
31
）

（
32
）

（
33
）
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て
い
な
い
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表
明
し
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
で
、
本
条
約
第
4
条
1
項
と
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
一
般
勧
告
第
25
号
に
し
た
が
っ
て
、
学
界
の
女
性
を
含
め
雇
用

及
び
政
治
的
・
公
的
活
動
へ
の
女
性
の
参
加
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
意
思
決
定
の
地
位
へ
の
女
性
の
参
加
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
数
値
目
標
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
も
っ
た
暫
定
的
特
別
措
置
を
と
る
よ
う
要
請
し
た
。

第
6
次
レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
会
期
前
作
業
部
会
の
質
問
事
項
で
も
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
13
、第
14
、第
15
、第
16
が
、
暫
定
的
特
別
措
置
の
導
入
で
あ
っ
た
。
日

本
政
府
は
、
２
０
０
５
年
に
策
定
さ
れ
た
第
2
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
が
、「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占

め
る
割
合
が
、
少
な
く
と
も
30
％
程
度
に
な
る
よ
う
期
待
す
る
と
い
う
目
標
を
お
い
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
」
と
述
べ
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
は
、
具
体
的
な
暫
定
的
特
別
措
置
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

本
条
約
第
4
条
1
項
は
、「
締
約
国
が
男
女
の
事
実
上
の
平
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
別
措
置
を
と
る
こ
と
は
、
こ
の
条
約
に
定
義
す
る
差
別
と
解
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
第
30
会
期
（
２
０
０
４
年
）
に
、
そ
の
25
年
の
経
験
に
基
づ
き
、
一
般
勧
告
第
25
号
を
採
択
し
た
。
条
約
は
、「
単
な

る
差
別
の
禁
止
で
は
な
く
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
女
性
が
差
別
を
受
け
続
け
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
な
文
脈
を
認
識
し
、
そ
の
根
底
に
あ
る
原
因
を
是
正
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
し
、「
条
約
に
沿
っ
た
暫
定
的
特
別
措
置
の
適
用
は
、
非
差
別
と
平
等
の
規
範
の
例
外
と
い
う
よ
り
は
、
女
性
の
事
実
上
の
ま
た
は
実
質
的
な
平
等
を
実
現
す
る
手

段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」（para.14

）
と
位
置
づ
け
、
条
約
第
6
条
か
ら
第
16
条
ま
で
の
す
べ
て
の
実
体
規
定
に
適
用
さ
れ
る
（para.24

）
と
し
て
、
詳
細
な
見
解
を
示
し

て
い
る
。

条
約
が
、
法
上
の
差
別
ば
か
り
で
な
く
、
事
実
上
の
差
別
を
撤
廃
し
、
平
等
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
以
上
、
暫
定
的
特
別
措
置
の
導
入
は
、
条
約
の
実
施

の
た
め
の
生
命
線
と
い
っ
て
い
い
。
日
本
は
、
ま
さ
に
そ
の
導
入
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
と
し
て
、
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
背
景

①　

シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
特
別
報
告
者
来
日
の
イ
ン
パ
ク
ト

２
０
０
９
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
お
け
る
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
を
傍
聴
し
た
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
は
、
ド
ゥ
ブ
ラ
ヴ
カ
・
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
の
質
問
・
コ
メ

ン
ト
の
適
確
な
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
特
別
報
告
者
と
し
て
の
同
委
員
を
日
本
に
招
聘
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
は
、

多
忙
な
職
責
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
０
年
8
月
27
日
か
ら
9
月
5
日
ま
で
の
10
日
間
、
日
本
に
滞
在
さ
れ
、
5
会
場
で
講
演
を
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
視
点
を
変
え
な
が
ら
、

（
34
）

（
35
）

（
36
）
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日
本
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。「
2
つ
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
本
条
約
の
履
行
に
と
っ
て
、
長
年
に
わ
た
る
困
難
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
」
と
し
、「
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
政
府
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
勧
告
の
実
施
を
優
先
事
項
と
し
、
具
体
的
な
立
法
そ
の
他
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
委
員
会
の
総
括

所
見
に
取
り
組
む
こ
と
」
で
あ
り
、「
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
成
果
が
日
本
の
女
性
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
、
と
語
ら
れ
た
。

（
1
）
Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准
25
周
年
の
履
行
に
お
け
る
諸
課
題
」
8
月
28
日　

於
・
国
立
女
性
教
育
会
館

（
2
）
Ｗ
Ｗ
Ｎ
15
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
職
場
に
お
け
る
暫
定
的
特
別
措
置
」
8
月
29
日　

於
・
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
）

（
3
）
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
・
聞
く
会
「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
の
効
率
性
と
有
効
性
」
9
月
2
日　

於
・
内
閣
府
講
堂

（
4
）
日
弁
連
・
両
性
の
平
等
に
関
す
る
委
員
会
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
30
周
年
お
よ
び
選
択
議
定
書
10
周
年
を
記
念
し
て
」
9
月
2
日　

於
・
明
治
大
学

（
5
）  

未
来
館
10
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
「
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員　

講
演
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
9
月
4
日　

於
・
福
島
県

立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
未
来
館

（
1
）
は
、
国
立
女
性
教
育
会
館
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
全
国
か
ら
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。（
2
）
は
関
西
、（
5
）
は
、
東
北
で
の
開
催
で
あ
り
、
地
方
で

も
、
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
の
講
演
会
を
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
。（
3
）
は
、
い
わ
ば
、
公
の
講
演
会
で
あ
り
、
各
府
省
、
国
会
議
員
、
審
議
会
委
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
し

て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
周
知
で
き
た
。（
4
）
は
、
日
弁
連
と
い
う
専
門
職
組
織
の
主
催
だ
っ
た
の
が
、
意
義
深
か
っ
た
。

他
方
、
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
は
、
玄
葉
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
、
大
野
法
務
省
事
務
次
官
、
西
村
外
務
政
務
官
、
上
田
人
権
人
道
大
使
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
い
、

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
重
要
性
と
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
早
期
批
准
を
訴
え
た
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
特
別
報
告
者
が
、
政
府
の
担
当
責

任
者
と
意
見
交
換
で
き
た
の
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
を
招
聘
し
た
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
参
議
院
議
員
会
館
等
で
、
記
者
会
見
を
し
、
朝
日
新
聞
を
は
じ
め
各
紙
が
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
院
内
集

会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
は
、
与
党
民
主
党
子
ど
も
・
男
女
共
同
参
画
調
査
会
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
受
け
、
国
会
議
員
に
対
し
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
の
実
施
と
、
選
択

議
定
書
の
批
准
を
求
め
た
。
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
と
い
う
ひ
と
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
実
施
の
た
め
に
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
を
招
聘
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
計

り
知
れ
な
い
。

②　

第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
、
丁
度
、
わ
が
国
の
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
以
下
、「
第
3
次
基
本
計
画
」
と
略
す
）
策
定
の
時
期
に
重
な
っ

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）
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た
。
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
も
、
講
演
の
中
で
、「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
は
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
女
性
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
し
、

女
性
の
地
位
向
上
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
鍵
と
な
る
道
具
と
し
て
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
や
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
一
般
勧
告
を
含
め
そ
の
条
項
を
活
用
す
る
、
す
ば
ら
し
い
機

会
と
い
え
ま
す
」
と
述
べ
て
、
期
待
を
示
し
て
い
た
。

第
3
次
基
本
計
画
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
を
う
け
た
男
女
共
同
参
画
会
議
が
、
基
本
問
題
・
計
画
専
門
調
査
会
を
設
置
し
、
２
０
０
９
年
5
月
か
ら
２
０
１
０
年

6
月
ま
で
の
1
年
間
に
19
回
の
会
議
を
開
催
し
て
精
力
的
に
審
議
し
、
答
申
を
策
定
し
た
。
そ
の
第
6
回
に
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
の
審
議
と

総
括
所
見
を
テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
た
。

こ
う
し
て
男
女
共
同
参
画
会
議
の
「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
」（
以
下
、「
考
え
方
」
と
略
す
）
は
、
２
０
１
０
年
7

月
23
日
に
答
申
さ
れ
た
。「
は
じ
め
に
」
で
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
に
触
れ
、「
最
近
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
の
認
識
」
に
、「
国
際
的
な
規
範
・
基
準
と
国
内
の
制
度
・
慣

行
の
調
和
の
必
要
性
」
を
あ
げ
、「
策
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
」
に
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
最
終
見
解
（
＝
総
括
所
見
、
２
０
０
９
年
8
月
）
に
お
け
る
指

摘
事
項
に
つ
い
て
点
検
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
規
範
・
基
準
の
遵
守
や
国
内
に
お
け
る
実
施
強
化
な
ど
に
よ
り
、
国
際
的
な
協
調
を
図
る
。
そ
の
際
、
国
際
的
な
概
念
や

考
え
方
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
）
を
重
視
す
る
」
と
し
た
。

さ
ら
に
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、「
実
効
性
の
あ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
改
善
措
置
）
の
推
進
」「
具
体
的
手
段
と
し
て
は
、
ク
オ
ー
タ
制
（
法
的
根

拠
の
あ
る
強
制
型
割
当
制
・
自
発
的
割
当
制
な
ど
）
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
ゴ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
方
式
な
ど
多
種
多
様
な
方
法
が
あ
り
、
分
野

や
実
施
主
体
の
特
性
に
応
じ
、
実
効
性
あ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
政
治
、
行
政
、
雇
用
、
学
術
等
の
分
野
に
お
け
る

女
性
の
参
画
促
進
の
た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
に
お
い
て
、
2
年
以
内
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
効
果
的
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
た
。

第
2
分
野
「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
」
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、「
家
族
に
関
す
る
法
制
に
つ
い
て
、
夫
婦
や
家
族
の
在
り
方

の
多
様
化
や
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
も
踏
ま
え
、
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
を
含
む
民
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
た
。
ま
た
、「
推
進
体
制
の
強
化
」
に
つ

い
て
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
最
終
見
解
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
監
視
・
影
響
調
査
機
能
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
は
、
２
０
１
０
年
12
月
17
日
に
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
特
徴
と
し
て
、「
実
効
性
の
あ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
分
野
に
『
成
果
目
標
』
82
項
目
（
延
べ
１
０
９
項
目
）
を
設
定
」
し
、「
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合
を
少
な
く
と
も
30
％

（
41
）
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程
度
と
す
る
目
標
に
向
け
た
取
組
を
推
進
」
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

第
1
部
基
本
的
な
方
針
「
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
」
で
は
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
最
終
見
解
に
お
け
る
指
摘
事
項
に
つ
い
て
点
検
す
る

と
と
も
に
、
日
本
の
文
化
、
社
会
の
状
況
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
国
際
的
な
概
念
や
考
え
方
を
重
視
し
、
国
際
的
な
協
調
を
図
る
」
と
し
た
。
こ
こ
に
「
日
本
の
文
化
、
社

会
の
状
況
等
に
配
慮
し
つ
つ
」
が
入
り
、
他
方
で
、
男
女
共
同
参
画
会
議
の
「
考
え
方
」
に
あ
っ
た
「
国
際
的
な
規
範
・
基
準
の
遵
守
や
国
内
に
お
け
る
実
施
強
化
な
ど

に
よ
り
」
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
閣
議
決
定
段
階
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

第
2
部
施
策
の
基
本
的
方
向
と
具
体
的
施
策
・
第
2
分
野
「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、
意
識
の
改
革
」
の
具
体
的
施
策
で
は
、「
婚

姻
適
齢
の
統
一
、
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
の
導
入
等
の
民
法
改
正
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
」
と
し
、
男
女
共
同
参
画
会
議
の
「
考
え
方
」
が
「
民
法
改
正

が
必
要
で
あ
る
」
と
言
い
切
っ
て
い
た
の
か
ら
、
大
き
く
後
退
し
た
。
一
方
、
第
15
分
野
国
際
規
範
の
尊
重
と
国
際
社
会
の
「
平
等
・
開
発
・
平
和
」
へ
の
貢
献
で
は
、

基
本
的
考
え
方
に
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
で
勧
告
さ
れ
た
事
項
に
適
切
に
対
処
す
る
」
が
挙
げ
ら
れ
、「
国
際
的
協
調
―
条
約
等
の
積
極
的
遵
守
・
国
内
に
お
け
る
実

施
強
化
・
国
内
へ
の
周
知
」
と
し
て
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
や
国
際
的
な
取
組
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
等
の
積
極
的
遵
守
の
観
点

か
ら
、国
内
施
策
に
お
け
る
実
施
・
評
価
・
監
視
体
制
の
強
化
」が
う
た
わ
れ
、「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
と
い
う
用
語
の
周
知
度
」を
２
０
１
５
年
ま
で
に
50
％
以
上（
２
０
０
９

年
現
在
35
・
1
％
）
に
す
る
と
い
う
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
第
3
部
推
進
体
制
で
は
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
監
視
機
能
等
の
強
化
」
と
し
て
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の

最
終
見
解
に
お
け
る
指
摘
事
項
へ
の
対
応
に
関
し
、
そ
の
進
捗
状
況
の
監
視
」
が
規
定
さ
れ
た
。

総
じ
て
い
え
ば
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
遵
守
、
と
り
わ
け
、「
総
括
所
見
」
の
実
施
が
監
視
体
制
の
強
化
も
含
め
て
規
定
さ
れ
た
画
期
的
な
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
と
い
え
る
。
こ
れ
に
は
、「
考
え
方
」
の
骨
子
が
固
ま
る
段
階
で
の
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
が
、
国
際
人
権
法
に
造
詣
の
深
い
弁
護
士
の
福
島
瑞
穂
氏
だ
っ
た
こ
と
、

大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
推
進
チ
ー
ム
が
お
か
れ
、
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
寄
与
し
た
。

③　

男
女
共
同
参
画
会
議
監
視
専
門
調
査
会
等

第
3
次
計
画
が
、
２
０
１
０
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
以
降
、
２
０
１
１
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
続
く
福
島
原
発
事
故
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
男

女
共
同
参
画
会
議
監
視
専
門
調
査
会
（
以
下
、「
監
視
専
門
調
査
会
」
と
略
す
）
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
、
半
年
が
空
費
さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
8
月
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

報
告
書
提
出
期
限
を
控
え
て
、
開
催
さ
れ
た
専
門
調
査
会
に
期
待
し
た
筆
者
は
、
毎
回
、
傍
聴
を
続
け
た
。

（
42
）
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２
０
１
１
年
4
月
15
日
、
第
1
回
監
視
専
門
調
査
会
が
、
開
催
さ
れ
た
。
本
調
査
会
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
と
第
3
次
基
本
計
画
の
監
視
を
目
的
と
す
る
。
10
名

の
委
員
の
う
ち
1
名
が
欠
席
。
自
己
紹
介
で
は
、「
女
性
問
題
を
や
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
の
発
言
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
行
政
法
、
国
際
組
織
法
、
政
策
評
価
専
門
の
大

学
教
授
な
ど
か
ら
あ
っ
た
。
議
論
の
中
で
、
あ
る
委
員
は
、
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
の
名
前
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
筆
者
の
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
半
数
は
、
女
性

差
別
撤
廃
条
約
に
つ
い
て
の
認
識
も
な
い
と
思
わ
れ
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
い
っ
た
い
こ
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
、実
質
的
な
監
視
・
調
査
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？「
女

子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
監
視
機
能
等
の
強
化
」
を
う
た
っ
た
第
3
次
基
本
計
画
に
反
す
る
専
門
調
査
会
の
人
選
に
、
ま
ず
問
題
を

提
起
し
た
い
。

初
回
の
た
め
、
議
事
は
、
委
員
挨
拶
、
運
営
規
則
等
の
説
明
、
本
調
査
会
に
お
け
る
議
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
と
さ
れ
た
。
調
査
会
の
運
営
に
関
す
る
説
明
の
後
、

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
総
括
所
見
と
は
何
か
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
内
容
、
第
3
次
基
本
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
2
時
間
の
会
議
時
間
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ら
の

説
明
に
当
て
ら
れ
、
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
実
質
的
な
審
議
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
回
答
を
8
月
ま
で
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
手
順
は
踏
む
必
要
が
あ
る
と
の
会
長
の
見
解
が
示
さ
れ
、
各
省
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
予
定
が
示
さ
れ
て
、
閉
会
と
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
監
視
機
能
の
強
化
ど
こ

ろ
か
、
監
視
機
能
そ
の
も
の
が
疑
わ
し
い
。
あ
ま
り
に
も
形
式
的
か
つ
初
歩
的
な
や
り
取
り
に
終
始
し
た
の
に
は
、
失
望
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

同
年
5
月
23
日
に
、
第
2
回
監
視
専
門
調
査
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
回
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
こ
こ
に
い
き
な
り
、

（
1
）
内
閣
府
の
策
定
し
た
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
骨
子
（
案
）」
が
示
さ
れ
、
続
い
て
、（
2
）
民
法
改
正
に
つ
い
て
、
内
閣
府
と
法
務
省
か
ら
合
計
8
分
間
の
説
明
の
後
、

3
人
の
委
員
か
ら
の
質
疑
5
分
間
、（
3
）
暫
定
的
特
別
措
置
に
つ
い
て
、
内
閣
府
の
説
明
と
5
項
目
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
が
20
分
間
、
人
事
院
の
説
明
が
3
分
間
、
総

務
省
の
説
明
と
や
り
と
り
が
11
分
間
、
厚
生
労
働
省
の
説
明
が
10
分
間
、
農
林
水
産
省
の
説
明
が
10
分
間
、
文
部
科
学
省
の
説
明
と
1
人
の
委
員
か
ら
の
質
疑
合
わ
せ
て

3
分
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
全
般
の
質
問
が
4
人
の
委
員
か
ら
あ
り
、
府
省
回
答
と
合
わ
せ
て
17
分
間
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
林
陽
子
女
性
差
別
撤
廃
委
員

会
委
員
か
ら
の
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
関
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
府
省
担
当
者
の
退
席
の
後
、
民
法
改
正
の
必
要
性
を
男
女
共
同
参
画
会
議
で
強
調
す
る
と

い
う
会
長
か
ら
の
提
案
が
合
意
さ
れ
た
。
な
お
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
要
請
で
、
6
月
17
日
に
、「
聞
く
会
」
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
へ
の
お
礼
が
、
1
人
の
委
員
か
ら
述
べ
ら
れ

た
。監

視
専
門
調
査
会
に
よ
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
「
監
視
」
は
、全
体
で
1
時
間
28
分
間
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

質
問
の
多
く
も
、
内
容
の
確
認
が
多
く
、
積
極
的
に
問
題
点
を
指
摘
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
い
っ
た
い
こ
れ
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
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の
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
な
の
か
、
傍
聴
を
し
て
い
て
ま
こ
と
に
歯
が
ゆ
い
思
い
が
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

同
年
6
月
17
日
、
男
女
共
同
参
画
連
携
会
議
主
催
の
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
最
終
見
解
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
に
つ
い
て
聞
く
会
」
が
、
日
本
学
術
会

議
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
5
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
55
回
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
等
に
つ
い
て
聞
く
会
」
の
際
に
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
、
第
2
回
監
視
専
門
調
査
会
の
際
に
発
言
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
に
は
、
定
期
レ
ポ
ー
ト
の

場
合
の
よ
う
な
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
当
該
政
府
と
の
対
話
の
機
会
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
意
見
交
換
は
、極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
こ
で
も
、「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
骨
子
（
案
）」
が
示
さ
れ
、
各
府
省
か
ら
関
連
の
報
告
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
質
疑
は
、
10
分
ほ
ど
数
人
で
終
わ
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
こ
で
も
、

法
務
省
の
民
法
改
正
に
つ
い
て
は
、「
引
き
続
き
世
論
の
動
向
を
見
て
い
く
」
と
い
う
報
告
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
指
摘
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
内
容
は
、
現
に
条
約
違
反

を
構
成
し
て
お
り
、
人
権
救
済
の
観
点
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
世
論
の
動
向
に
ま
か
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
指
摘
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
発
言
し
た
。
こ
の
日
の
発
言
か
ら
、
日
本
政
府
の
担
当
者
に
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
約
の
履
行
と
い
う
認
識
が
薄
い
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

同
年
6
月
30
日
に
、
第
3
回
監
視
専
門
調
査
会
が
開
催
さ
れ
た
。
最
初
に
、
内
閣
府
か
ら
、
6
月
17
日
に
一
般
の
人
か
ら
意
見
を
聞
い
た
こ
と
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
回
答
を
準
備
中
で
あ
り
、
ま
と
ま
り
次
第
、
外
部
に
公
表
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
長
か
ら
、
ま
だ
男
女
共
同
参
画
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
民
法
改
正
の
要
望
は
伝
え
て
い
な
い
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
審
査
を
注
視
し
て
い
き
た
い
、
と
の
発
言
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
議
題
は
、
第
3
次
基

本
計
画
の
監
視
に
移
り
、
平
成
23
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書
、
基
本
計
画
関
係
予
算
、
防
災
対
応
の
説
明
が
行
わ
れ
、
も
は
や
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

は
議
論
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

い
っ
た
い
「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
監
視
機
能
等
の
強
化
」
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
こ
れ
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、

２
０
０
４
年
7
月
28
日
に
、「
国
際
規
範
・
基
準
の
国
内
へ
の
取
り
入
れ
・
浸
透
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
翌
２
０
０
５
年
7
月
15
日
に
は
、
各
府
省
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

の
後
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
勧
告
を
含
む
最
終
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つ
い
て
」
の
意
見
を
表
明
し
た
男
女
共
同
参
画
会
議
監
視
・
影
響
専
門
調
査
会

の
「
監
視
」
機
能
の
方
が
、
は
る
か
に
優
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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（
3
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
レ
ポ
ー
ト

①　

日
本
政
府
の
回
答

日
本
政
府
は
、
２
０
１
１
年
8
月
、「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
（C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

/6

）
に
対
す
る
日
本
政
府
コ
メ
ン
ト
」
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
提
出
し
た
。

そ
れ
は
、
37
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
と
第
3
次
基
本
計
画
の
成
果
目
標
を
別
表
と
し
て
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

総
論
（paras.1-4
）
で
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
項
に
共
通
な
取
組
と
し
て
、
関
係
府
省
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
と
し
、
国
会
・
裁
判
所
へ
の
最
終
見
解
の
周
知
、

条
約
の
ポ
ス
タ
ー
、
広
報
映
像
の
作
成
、
配
布
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
男
女
共
同
参
画
会
議
議
題
に
し
た
こ
と
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
最
終
見
解
を
踏
ま
え
て
、
第
3
次

基
本
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
監
視
専
門
調
査
会
を
新
設
し
、
府
省
の
取
組
内
容
を
聴
取
し
、
林
陽
子
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
な
ど
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
、
さ
ら

に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
へ
も
、
府
省
か
ら
の
取
組
の
説
明
と
意
見
交
換
を
経
て
、
本
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
取
り
ま
と
め
た
と
し
た
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
第
18
パ
ラ
グ
ラ
フ
（
民
法
改
正
）
に
つ
い
て
（（paras.5-9

）
は
、
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
に
つ
い
て
、
民
法
第
９
０
０
条
4
号
の
規
定
を

合
憲
と
し
た
最
高
裁
決
定
に
、
違
憲
と
す
る
反
対
意
見
を
述
べ
た
裁
判
官
が
い
た
こ
と
、
２
０
１
０
年
1
月
、
民
法
及
び
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
仮
称
）

を
第
１
７
４
国
会
（
常
会
）
内
閣
提
出
法
律
案
と
し
た
が
、
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
ず
、
国
会
に
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
3
次
基
本
計
画
で
、

「
民
法
改
正
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
」
と
し
た
こ
と
、
基
本
計
画
の
内
容
を
広
報
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
第
28
パ
ラ
グ
ラ
フ
（
暫
定
的
特
別
措
置
）
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
4
分
の
3
（paras.10-37

）
を
使
っ
て
、
第
3
次
基
本
計
画
を
中
心
に
、
暫

定
的
特
別
措
置
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
を
、
政
治
分
野
、
行
政
分
野
、
雇
用
分
野
、
学
術
分
野
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の
参
画
拡
大
に
わ
け
て
論

述
し
、
基
本
問
題
・
影
響
調
査
会
の
も
と
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
、
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
の
も
と
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
小
委
員
会
を
新
設
し
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
し
た
。
広
報
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
各
団
体
へ
の
働
き
か
け
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
募
集
、
男
女
共
同
参
画
白
書
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
特
集
し
、
各
界
・
各
層
に
周
知
を
図
っ
た
こ
と
、
男
女
共
同
参
画
週
間
の
重
点
テ
ー
マ
に
し

た
こ
と
を
述
べ
た
。

最
後
に
、（
別
表
1
）
と
し
て
、
政
治
分
野
、
行
政
分
野
、
雇
用
分
野
、
学
術
分
野
の
第
3
次
基
本
計
画
の
成
果
目
標
を
、（
別
表
2
）
と
し
て
、
地
方
自
治
体
に
か
か

わ
る
事
項
の
成
果
目
標
を
掲
げ
た
。

（
43
）
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②　

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
回
答

２
０
１
１
年
6
月
30
日
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
〝
総
括
所
見
〞
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
へ
の
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
」
を
「
総
括
所
見
後
の
各
項
目
進
捗
状
況
」
と

と
も
に
提
出
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
情
報
提
供
を
、「
非
政
府
組
織
と
の
関
係
に
関
す
る
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
声
明
」
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
11
で
、
歓
迎

し
て
お
り
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
を
含
め
て
8
本
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
レ
ポ
ー
ト
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
回
答
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
総
論
（paras.1-7

）
で
は
、
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
招
聘
の
効
果
、
２
０
０
９
年
9
月
の
政
権
交
代
と
２
０
１
０

年
の
第
3
次
基
本
計
画
の
策
定
か
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
体
制
が
整
っ
た
か
に
思
わ
れ
た
が
、
２
０
１
１
年
6
月
、
女
性
大
臣
ゼ
ロ
の
政
権
と
な
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
へ
の
認
識
が
決
定
的
に
欠
如
し
て
い
る
こ
と
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准
後
26
年
が
経
過
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
課
題
と

し
て
適
切
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
選
択
議
定
書
の
早
期
批
准
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
監
視
専
門
調
査
会
で
は
、
到
底
十
分
な
議
論
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
意
見
交
換
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
現
状
分
析
を
提
出
す
る
。

差
別
的
な
法
規
定
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
に
つ
い
て
は
、
総
括
所
見
以
降
の
動
き
を
概
観
し
た
後
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
評
価
と
提
言
を
ま
と
め
た
。（
1
）
民
主
党

（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
政
権
政
党
）
は
、
政
権
交
代
直
前
ま
で
民
法
改
正
を
議
員
立
法
案
と
し
て
提
出
し
続
け
て
お
り
、
政
権
交
代
を
問
う
選
挙
で
は
、
公
約
に
か
か
げ

な
が
ら
、
法
改
正
を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
、
過
去
の
政
策
へ
の
責
任
放
棄
で
あ
る
。（
2
）
35
年
間
、
３
５
０
９
件
の
請
願
を
受
け
て
い
な
が
ら
、
国
会
が
人
権
に
関
わ
る

請
願
を
放
置
し
続
け
て
き
た
の
は
、
立
法
の
不
作
為
の
責
め
を
免
れ
な
い
。（
3
）
２
０
１
０
年
3
月
24
日
付
の
法
務
省
民
事
局
民
事
第
一
課
長
通
知
に
よ
り
、
出
生
届
の

「
嫡
出
子
又
は
嫡
出
で
な
い
子
の
別
」
が
未
記
載
で
あ
っ
て
も
、「
そ
の
他
」
欄
に
「
母
の
戸
籍
に
入
籍
す
る
」
等
の
記
述
を
す
れ
ば
受
理
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
は
、
一

歩
前
進
だ
が
、
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
。（
4
）
法
制
審
議
会
が
、
5
年
の
歳
月
を
か
け
て
審
議
し
、
15
年
も
前
に
法
務
大
臣
に
答
申
し
た
民
法
改
正
を

速
や
か
に
閣
議
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。（
5
）
自
民
党
政
権
下
の
２
０
０
４
年
度
の
中
学
校
教
科
書
検
定
の
際
、
民
法
改
正
に
肯
定
的
な
記
述
に
検
定
意
見
が
つ
い
た
こ
と

か
ら
、
２
０
１
０
年
度
に
は
、
各
教
科
書
会
社
が
自
主
規
制
を
し
、
民
法
改
正
に
関
す
る
記
述
が
見
送
ら
れ
た
。
条
約
締
約
国
の
責
務
と
し
て
、
条
約
や
総
括
所
見
を
正

し
く
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。（
6
）
民
法
改
正
が
実
現
し
な
い
の
は
、
多
く
が
政
治
の
問
題
で
あ
る
。
議
員
に
対
し
て
、
条
約
締
約
国
の
責
務
と
し
て
国
内
法
を
整
備
す
る

義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
や
、
条
約
に
は
法
的
拘
束
力
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

暫
定
的
特
別
措
置
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
に
つ
い
て
は
、
労
働
分
野
に
つ
い
て
、
総
括
所
見
以
降
、
２
０
１
１
年
5
月
、『
平
成
22
年
度
版　

働
く
女
性
の
実
情
』

が
公
表
さ
れ
、
男
女
賃
金
格
差
は
、
正
社
員
・
正
職
員
で
、
72
・
6
か
ら
72
・
1
と
0.5
ポ
イ
ン
ト
格
差
が
拡
大
し
、
正
社
員
・
正
職
員
以
外
は
、
77
・
5
か
ら
74
・
7
と

（
44
）

（
45
）
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2.8
ポ
イ
ン
ト
も
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
か
ら
は
、
つ
ぎ
の
提
言
を
行
っ
た
。（
1
）
管
理
職
比
率
の
向
上
に

む
け
て
―
有
価
証
券
報
告
書
に
従
業
員
の
男
女
別
状
況
の
記
載
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。（
2
）
企
業
労
使
に
よ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
に
む
け
た
強
力
な
動

機
づ
け
を
行
う
こ
と
。（
3
）
採
用
に
お
け
る
男
女
比
率
の
改
善
。（
4
）
継
続
就
業
が
可
能
な
制
度
の
充
実
。（
5
）
同
一
価
値
労
働
同
一
報
酬
原
則
の
実
効
性
確
保
の
た

め
の
国
際
基
準
に
基
づ
く
勤
務
評
価
手
法
等
の
研
究
開
発
に
む
け
た
研
究
会
の
早
急
な
立
ち
上
げ
。（
6
）
パ
ー
ト
労
働
法
第
8
条
差
別
禁
止
3
要
件
の
修
正
。

政
治
的
・
公
的
活
動
・
学
界
分
野
を
中
心
に
し
た
意
思
決
定
へ
の
女
性
の
参
加
で
は
、
政
治
そ
の
他
の
領
域
へ
の
積
極
的
改
善
措
置
が
、
一
般
論
の
域
を
出
て
い
な
い

こ
と
に
改
善
の
見
ら
れ
な
い
主
要
な
原
因
が
あ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
帯
も
、
で
き
て
い
な
い
と
し
、
つ
ぎ
の
提
言
を
し
て
い
る
。（
1
）
２
０
０
３
年
の
男
女
共
同
参
画
推

進
本
部
決
定
と
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
へ
の
女
性
の
参
画
を
30
％
程
度
に
と
い
う
目
標
が
示
さ
れ
た
が
、
進
歩
が
あ
ま
り
に
も
遅
い
。
実
現
が
遅
れ
た

理
由
の
誠
実
か
つ
真
剣
な
検
証
と
具
体
的
な
行
動
が
必
須
で
あ
る
。（
2
）
第
3
次
基
本
計
画
が
、
成
果
目
標
と
期
限
を
決
め
た
の
は
評
価
で
き
る
が
、
策
定
後
の
具
体
的

取
組
が
見
ら
れ
な
い
。（
3
）
女
性
の
参
画
ゼ
ロ
の
領
域
、
女
性
率
ア
ッ
プ
の
歩
み
が
著
し
く
遅
い
領
域
、
構
成
員
に
女
性
率
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
指
導
者
が

一
桁
に
と
ど
ま
る
領
域
な
ど
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。（
4
）
国
会
議
員
に
対
す
る
教
育
を
す
べ
き
で
あ
る
。（
5
）
男
女
共
同
参
画
会
議
基
本
問
題
・

影
響
調
査
専
門
調
査
会
の
ポ
プ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
へ
の
懸
念
。（
6
）
暫
定
的
特
別
措
置
に
関
す
る
法
や
条
例
の
整
備
を
急
ぐ
こ
と
、

お
よ
び
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
の
継
続
的
監
視
機
関
の
設
置
が
必
要
な
こ
と
。
公
共
調
達
に
関
す
る
男
女
共
同
参
画
視
点
の
導
入
に

つ
い
て
強
制
力
を
も
っ
て
働
き
か
け
る
こ
と
。（
7
）
男
女
共
同
参
画
連
携
会
議
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
表
明
の
場
に
な
っ
て
い
な
い
。
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
の
在
り
方

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。（
8
）
選
挙
制
度
を
性
に
中
立
な
構
造
に
再
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
、
議
会
、
政
党
そ
の
他
の
機
関
や
組
織
が
明
確
な
意
思
を
貫
き
、
男
女

平
等
を
進
め
る
た
め
に
具
体
的
な
法
制
度
、
仕
組
づ
く
り
に
実
際
に
着
手
す
る
こ
と
。（
9
）
地
方
公
共
団
体
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
女
性
に
不
利
な
仕
組
み
を
見
直
す

よ
う
、
地
方
自
治
法
の
改
正
を
含
め
て
、
地
方
自
治
体
の
政
策
を
再
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。（
10
）
学
術
会
議
の
会
長
、
副
会
長
、
部
長
、
副
部
長
に
、
女
性
が
一
人
も
い

な
い
状
況
を
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。（
11
）
教
育
界
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
女
性
委
員
比
率
の
引
き
上
げ
、
学
校
管
理
職
の
女
性
比
率
の
引
き
上
げ
が
必

要
で
あ
る
。（
12
）
意
識
改
革
と
教
育
の
必
要
性
、
と
り
わ
け
、
女
性
の
活
用
に
影
響
力
を
も
つ
立
場
に
あ
る
者
の
意
識
改
革
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
な
ど
の
法
制
度
の
全
教
育
課
程
へ
の
位
置
づ
け
、
義
務
教
育
課
程
へ
の
政
治
教
育
の
位
置
づ
け
が
急
務
で
あ
る
。

③　

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
評
価

２
０
１
１
年
11
月
4
日
付
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
者
ド
ゥ
ブ
ラ
ヴ
カ
・
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
か
ら
、
小
田
部
陽
一
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
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機
関
日
本
代
表
部
特
命
全
権
大
使
宛
て
に
評
価
の
結
果
が
送
付
さ
れ
た
。
骨
子
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）  
委
員
会
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
に
基
づ
き
、
２
０
１
１
年
8
月
5
日
に
日
本
か
ら
提
出
さ
れ
た
情
報
（C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
/6/

A
dd.1

）
を
歓
迎
し
、
そ
の
第
50
会
期
（
２
０
１
１
年
10
月
）
に
お
い
て
審
査
し
、
以
下
の
評
価
を
採
択
し
た
。

（
2
）  

委
員
会
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
の
履
行
を
歓
迎
す
る
。
次
回
の
定
期
レ
ポ
ー
ト
に
第
3
次
基
本
計
画
の
成
果
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
を
勧
告
す

る
。
ま
た
委
員
会
は
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
日
本
政
府
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
の
た
め
に
と
っ
た
追
加
的
措
置
を
示
す
こ
と
を
勧
告
す
る
。

（
3
）  

委
員
会
は
、
民
法
及
び
戸
籍
法
の
差
別
的
規
定
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
の
勧
告
に
つ
い
て
、
一
部
履
行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
。
民
法
及
び
戸
籍
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
仮
称
）
は
、
婚
姻
適
齢
の
男
女
統
一
、
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
の
導
入
、
嫡
出
で
あ
る
子
と
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
の
同
等
化
を
内

容
と
す
る
一
方
、
女
性
の
み
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
6
か
月
の
再
婚
禁
止
期
間
の
廃
止
を
規
定
し
て
お
ら
ず
、
内
閣
で
ま
だ
採
択
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
故
、
委
員
会
は
、
日
本
政
府
に
対
し
、
1
年
以
内
に
以
下
の
追
加
的
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
勧
告
す
る
。

ⓐ　

  

男
女
共
に
婚
姻
適
齢
を
18
歳
に
設
定
す
る
こ
と
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
第
16
条
1
（
ｇ
）
の
規
定
に
沿
っ
て
夫
婦
に
氏
の
選
択
を
認
め
る
こ
と
、
嫡
出
で
あ

る
子
と
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
の
同
等
化
を
内
容
と
す
る
民
法
改
正
法
案
の
採
択
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置

ⓑ　

女
性
の
み
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
6
か
月
の
再
婚
禁
止
期
間
を
廃
止
す
る
法
律
規
定
の
準
備
及
び
採
択
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置

　

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
実
施
に
つ
い
て
日
本
政
府
と
建
設
的
な
対
話
を
継
続
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
は
、
来
日
時
に
も
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
目
的
を
総
括
所
見
の
効
果
的
な
実
施
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
民
法
改
正
が
2
年
間
手
つ
か
ず
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
が
、
再
度
の
追
加
情
報
の
要
請
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
な
お
、
評
価
書
に
お
い
て
「
一
部
履
行
」
と
さ
れ
た

の
は
、
す
で
に
民
法
改
正
法
律
案
要
綱
が
で
き
て
お
り
、
法
務
省
か
ら
内
閣
へ
の
提
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
法
律
改
正
案
要
綱
が
、

再
婚
禁
止
期
間
を
１
０
０
日
間
と
し
て
い
る
点
が
、「
再
婚
禁
止
期
間
を
廃
止
す
る
」
と
い
う
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
勧
告
に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
、
再
度
の
法
律
規
定
の
準
備

お
よ
び
採
択
が
勧
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
、
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
来
日
時
の
国
立
女
性
教
育
会
館
講
演
の
際
、
筆
者
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
務
め
た
）

か
ら
質
問
し
た
と
き
も
、
同
様
の
回
答
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
の
評
価
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導
入
し
、
多
く
の
目
標
値
を
設
定
し
た
第
3
次
基
本
計
画
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、次
回
の
定
期
レ
ポ
ー
ト
に
第
3
次
基
本
計
画
の
成
果
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
、な
ら
び
に
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、日
本
政
府
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
46
）

（
47
）

（
48
）
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平
等
実
現
の
た
め
に
と
っ
た
追
加
的
措
置
を
示
す
こ
と
が
勧
告
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
評
価
に
応
え
る
こ
と
が
、
よ
り
重
い
日
本
政
府
の
責
務
で
あ
る
。

④　

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
見
解

２
０
１
２
年
1
月
1
日
付
け
で
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
項
に
関
す
る
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
評
価
に
つ
い
て
の
見
解
」
を
、
内
閣
総
理
大
臣
、
男
女

共
同
参
画
担
当
大
臣
、
法
務
大
臣
、
外
務
大
臣
宛
て
に
送
付
し
た
。
骨
子
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）  

総
括
所
見
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
、
履
行
不
十
分
と
し
て
再
度
、
追
加
情
報
を
1
年
以
内
に
提
出
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
２
０
１
０
年
に

法
務
省
が
内
閣
に
提
出
し
た
民
法
改
正
案
は
、
15
年
前
の
法
制
審
議
会
答
申
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
空
費
さ
れ
た
15
年
間
に
、
多
数
の
女

性
た
ち
が
差
別
を
実
感
し
、
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
き
た
。
日
本
政
府
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
再
度
の
勧
告
を
受
け
て
、
民
法
及
び
戸
籍
法
の
一
刻
も
早
い
改
正
を

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）  

総
括
所
見
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
勧
告
が
履
行
さ
れ
た
と
歓
迎
し
つ
つ
、
次
期
定
期
レ
ポ
ー
ト
に
、
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の

詳
し
い
成
果
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
至
る
追
加
的
措
置
を
示
す
よ
う
求
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
第
3
次
基
本
計
画
を
評
価
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
問

題
は
実
行
で
あ
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
期
待
を
裏
切
ら
ぬ
よ
う
具
体
的
で
効
果
的
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
3
）  

現
実
問
題
と
し
て
、
実
質
的
平
等
の
実
現
を
阻
む
壁
は
高
く
、
政
府
及
び
立
法
府
が
平
等
の
実
現
の
た
め
に
な
す
べ
き
課
題
は
多
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

を
目
指
す
政
策
の
優
先
順
位
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
多
く
の
女
性
と
共
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
情
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ

に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
実
質
的
平
等
へ
の
施
策
を
、
今
後
も
協
力
し
つ
つ
監
視
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
4
）
追
加
情
報
の
提
出
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
―
民
法
等
の
改
正
）

①　

日
本
政
府
の
回
答

２
０
１
２
年
11
月
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
提
出
さ
れ
た
日
本
政
府
の
追
加
的
情
報
の
骨
子
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

追
加
的
情
報
を
求
め
ら
れ
た
勧
告
事
項
に
関
す
る
２
０
１
１
年
7
月
か
ら
２
９
１
２
年
10
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
我
が
国
の
動
向
及
び
政
府
の
取
組
を
報
告
す
る
と
し

て
、
以
下
の
5
項
目
を
報
告
し
た
。

（
1
）
改
正
法
案
の
動
向
に
つ
い
て

（
49
）

（
50
）
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民
法
及
び
戸
籍
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
政
府
部
内
及
び
国
民
の
間
に
様
々
な
意
見
が
あ
る
た
め
、
前
回
の
報
告
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
法
律
案
を
提
出
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
国
民
的
な
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
2
）
男
女
共
同
参
画
会
議
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て

・
２
０
１
１
年
7
月
25
日
、
男
女
共
同
参
画
会
議
に
お
け
る
江
田
五
月
法
務
大
臣
お
よ
び
鹿
嶋
敬
男
女
共
同
参
画
会
議
監
視
専
門
調
査
会
会
長
の
発
言
を
紹
介
。

・
２
０
１
２
年
7
月
25
日
、
男
女
共
同
参
画
会
議
監
視
専
門
調
査
会
が
、
第
3
次
基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
意
見
を
公
表
し
た
こ
と
。

・
２
０
１
２
年
8
月
1
日
、
男
女
共
同
参
画
会
議
に
お
け
る
滝
実
法
務
大
臣
の
発
言
を
紹
介
。

（
3
）
国
会
に
お
け
る
総
理
大
臣
の
答
弁

・
２
０
１
２
年
1
月
27
日
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
の
「
引
き
続
き
、
政
府
及
び
与
党
間
で
議
論
し
て
い
き
た
い
」
旨
の
答
弁
を
紹
介
。

（
4
）
国
民
に
対
す
る
広
報
に
つ
い
て
：
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
以
下
の
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

・
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
の
意
義
に
つ
い
て

・
１
９
９
６
年
の
法
制
審
議
会
に
よ
る
民
法
改
正
案
要
綱

・
２
０
１
０
年
に
準
備
し
た
民
法
及
び
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
5
）
報
告
と
り
ま
と
め
に
際
し
て
の
監
視
専
門
調
査
会
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

・
２
０
１
２
年
9
月
13
日
、
監
視
専
門
調
査
会
で
関
係
府
省
か
ら
説
明
を
受
け
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し
た
。

・
２
０
１
２
年
10
月
10
日
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
対
し
て
も
、
関
係
府
省
か
ら
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換
し
た
。

本
報
告
は
、
同
専
門
調
査
会
で
の
議
論
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
意
見
交
換
を
経
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
日
本
か
ら
の
追
加
情
報
は
、
第
54
会
期
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
（
２
０
１
３
年
２
〜
３
月
）
に
お
い
て
、
評
価
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
第
55
会
期
に
先
送
り
さ
れ
た
。

そ
の
任
に
は
、
ベ
イ
リ
ー
（B

arbara E
velyn

 B
ailey

ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
）
新
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
者
と
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
の
国
別
担
当
者
ゾ
ー
（Z

ou
 

X
iaoqiao

中
国
出
身
）
委
員
が
、
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
進
捗
の
な
い
日
本
の
取
組
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
ど
う
評
価
す
る
か
、
注
目
さ
れ
る
。
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②　

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
見
解

２
０
１
３
年
1
月
1
日
付
で
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
項
に
関
す
る
日
本
政
府
の
追
加
的
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
」
を
内
閣
総
理
大
臣
、
男
女

共
同
参
画
担
当
大
臣
、
法
務
大
臣
に
送
付
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）  

２
０
１
１
年
11
月
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
日
本
か
ら
の
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
の
実
施
に
関
す
る
情
報
を
評
価
し
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
に
つ
い
て
、
民
法

と
戸
籍
法
の
改
正
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
政
府
に
対
し
、
婚
姻
適
齢
の
男
女
統
一
、
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
の
導
入
、
婚
外
子
に
対
す
る
相
続
分
差

別
の
撤
廃
を
内
容
と
す
る
民
法
改
正
案
の
採
択
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
、
お
よ
び
、
女
性
の
み
に
課
さ
れ
た
再
婚
禁
止
期
間
を
廃
止
す
る
法
律
規
定
の
準
備
お
よ

び
採
択
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
1
年
以
内
に
追
加
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

（
2
）  

同
勧
告
に
も
と
づ
き
、
２
０
１
２
年
11
月
、
日
本
政
府
は
、
追
加
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
、
肝
心
の
「
民
法
改
正
案
の
採
択
に
つ
い
て
講

じ
た
措
置
」
は
、
ま
っ
た
く
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
の
勧
告
（
差
別
的
法
規
定
の
改
正
）
に
つ
い
て
、
そ
の

重
大
性
お
よ
び
緊
急
性
に
照
ら
し
て
、
そ
の
実
現
の
履
行
を
促
す
た
め
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
に
指
定
し
、
実
施
に
つ
い
て
の
情
報
を
要
請
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
０
０
９
年
の
総
括
所
見
の
採
択
か
ら
3
年
以
上
が
経
過
し
て
も
、
同
勧
告
の
実
施
の
た
め
に
具
体
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。

（
3
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
今
後
も
、
条
約
お
よ
び
勧
告
の
実
施
に
つ
い
て
協
力
お
よ
び
監
視
を
継
続
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

5
．
総
括
所
見
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
拘
束
性

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
約
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
、
批
准
に
よ
っ
て
、
国
内
法
と
同
様
な
効
力
を
も
つ
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

２
０
０
９
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
お
け
る
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
の
際
、
日
本
政
府
代
表
の
岡
島
敦
子
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
長
も
、
志
野
光
子
外
務
省
人
権
人
道

課
長
も
、
等
し
く
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
岡
島
局
長
は
、「
条
約
と
い
う
の
は
、
日
本
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
内
法
と
し
て
の
効
果
を
も
つ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
、
志
野
課
長
は
、「
外
務
省
か
ら
、
条
約
の
日
本
の
法
体
系
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。
わ
が
国
の
憲
法
第
98
条
第
2
項
に
規
定
が
ご
ざ
い
ま
す
。
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。『
日
本
が
締
結
し
た
条
約
及
び
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
は
、
こ
れ

（
51
）
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を
誠
実
に
遵
守
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
』
つ
ま
り
、
わ
が
国
が
締
結
し
、
公
布
し
た
条
約
等
は
国
内
法
と
し
て
の
効
力
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
国
の
憲
法
に
は
、

わ
が
国
が
締
結
し
た
条
約
と
法
律
の
関
係
に
つ
い
て
の
明
文
の
規
定
を
設
け
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
条
約
が
法
律
に
優
位
す
る
も
の
と
い
う
ふ
う
に
一
般
的
に
考
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
総
括
所
見
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
19
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
も
、「
日
本
国
憲
法
第
98
条
第
2
項
に
、
批
准
・
公
布
さ
れ
た
条
約
が
日
本
の
国
内
法
の
一
部
と
し
て

法
的
拘
束
力
を
有
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
」
し
て
い
る
。
ま
た
、「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
第
2
条
に
お
け
る
締
約
国
の
中
核
的
義
務
」
に
関
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｗ
一
般
勧
告
第
28
号（
２
０
１
０
年
）は
、「
締
約
国
は
、条
約
が
保
障
す
る
す
べ
て
の
権
利
が
国
内
レ
ベ
ル
に
お
い
て
完
全
に
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
義
務
を
負
っ

て
い
る
」（para.6

）
と
す
る
。
以
上
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
国
内
的
拘
束
力
の
問
題
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、総
括
所
見
に
つ
い
て
は
、有
権
解
釈
で
は
あ
る
が
、法
的
拘
束
力
が
な
い
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
で
も
あ
る
林
陽
子
は
、「
条

約
機
関
の
勧
告
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
有
権
解
釈
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
と
同
様
の
人
権
機
構
で
あ
る
自
由
権
規
約

委
員
会
委
員
で
前
委
員
長
の
岩
沢
雄
司
は
、
自
由
権
規
約
委
員
会
の
総
括
所
見
に
お
け
る
規
約
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
委
員
会
は
、
個
人
通
報
及
び
総
括
所
見
の
検
討
と
い

う
任
務
を
果
た
す
に
当
た
っ
て
、
規
約
を
解
釈
し
適
用
す
る
権
限
を
締
約
国
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
…
…
委
員
会
は
規
約
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
履
行
監
視
機
関
で
あ
り
、

…
…
こ
の
よ
う
な
機
関
が
、
規
約
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
解
釈
権
限
を
行
使
し
て
示
し
た
解
釈
、
少
な
く
と
も
通
報
で
示
し
た
解
釈
は
、
高
い
権
威
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
り
、『
有
権
（authoritative

）
解
釈
』
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。
…
…
た
だ
し
、
見
解
等
で
委
員
会
が
示
し
た
解
釈
に
拘
束
力
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

委
員
会
の
解
釈
は
有
権
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
締
約
国
は
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
拘
束
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

今
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
18
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
有
権
解
釈
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
民
法
や
戸
籍
法
の
一
部
に
明
確
に
条
約
第
16
条
﹇
婚

姻
・
家
族
関
係
に
係
る
差
別
撤
廃
﹈
違
反
の
条
文
が
存
在
し
、
そ
の
改
正
が
勧
告
さ
れ
て
い
る
。
条
約
締
約
国
の
日
本
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
有
権
解
釈
を
尊
重
し
、
そ
も

そ
も
条
約
締
約
国
と
し
て
負
っ
て
い
る
条
約
違
反
の
国
内
法
を
改
正
す
る
義
務
を
た
だ
ち
に
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
は
、
条
約
第
4
条
1
項
﹇
暫
定
的
特
別
措
置
﹈
に
関
す
る
勧
告
で
あ
る
。「
第
4
条
1
項
暫
定
的
特
別
措
置
」
に
関
す
る
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
一
般
勧
告
第
25
は
、「
締
約
国
は
、
暫
定
的
特
別
措
置
の
採
用
を
考
慮
に
入
れ
た
規
定
を
憲
法
ま
た
は
国
の
法
律
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
」（para.31

）
と
し
、「
暫

定
的
特
別
措
置
の
た
め
の
行
動
計
画
は
、
独
自
の
国
内
事
情
の
な
か
で
、
彼
ら
が
克
服
し
よ
う
と
す
る
問
題
の
独
自
の
性
質
の
背
景
に
対
し
て
、
策
定
・
適
用
・
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
」（para.32

）
と
し
て
お
り
、
条
約
第
4
条
1
項
も
、「
暫
定
的
特
別
措
置
を
と
る
こ
と
は
、
こ
の
条
約
に
定
義
す
る
差
別
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）
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定
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
条
約
自
身
が
、
具
体
的
な
暫
定
的
特
別
措
置
の
採
用
を
義
務
付
け
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
、
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
も
「
数
値
目
標
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
も
っ
た
暫
定
的
特
別
措
置
を
採
用
す
る
よ
う
、
締
約
国
に
要
請
す
る
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
28
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
評
価
が
「
履
行
し
て
い
る
」
に
な
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

6
．
お
わ
り
に
―
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
実
施
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割

筆
者
は
、
１
９
８
５
年
の
国
際
法
学
会
で
の
報
告
以
来
、
一
貫
し
て
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
焦
点
を
当
て
て
研
究
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
人
権
条
約

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
を
結
集
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
１
９
８
７
年
に
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
研
究
・
普
及
を
目
的
と
す
る
国
際
女
性
の
地
位
協

会
を
設
立
し
た
。
同
協
会
は
、
１
９
９
８
年
に
は
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
協
議
資
格
を
取
得
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
傍
聴
と
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
中
心
に
国
連
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
２
０
０
２
年
に
は
、
同
協
会
を
中
核
に
し
て
、
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
）
を
結
成
し
、
今
や
、
51
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、

月
例
会
議
を
も
ち
、
条
約
の
実
施
に
む
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

２
０
０
３
年
の
第
4
・
第
5
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
に
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
か
ら
57
名
が
、
２
０
０
９
年
の
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
に
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
か
ら
84
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ
費
用
を
工
面
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
か
け
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
傍
聴
を
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
に
は
、
こ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
努
力
の
成
果
が
、
取
り

込
ま
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
と
知
る
や
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
報
告
者
を
招
聘
し
、
全
国
各
地
で
講
演
会
を
開
催
し
、
政
府
関
係
者
へ

の
表
敬
訪
問
を
計
画
す
る
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
の
実
施
の
た
め
の
努
力
を
し
て
き
た
。

２
０
０
９
年
9
月
の
政
権
交
代
で
、
民
法
改
正
と
個
人
通
報
制
度
を
も
つ
選
択
議
定
書
の
早
期
批
准
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
民
主
党
が
政
権
を
と
り
、
千
葉
景
子

法
務
大
臣
は
、
就
任
記
者
会
見
で
、
そ
れ
ら
の
実
現
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
じ
記
者
会
見
で
、
福
島
瑞
穂
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見

に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
精
査
し
て
、
日
本
の
人
権
状
況
、
男
女
平
等
の
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
と
明
言
し
た
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
社
会
へ
の
好
機
」
と
雑
誌
『
世
界
』
に
書
い
た
。

し
か
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
結
果
は
、
ま
こ
と
に
無
残
と
い
う
他
は
な
い
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
の
1
つ
で
あ
る
暫
定
的
特
別
措
置
は
、
第
3
次
基
本
計
画
を
貫

く
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
評
価
に
繋
が
っ
た
も
の
の
、「
２
０
2
０
３
０
」（
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
の
女
性
を
30
％
以
上
に
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）
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の
目
標
を
本
当
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
真
剣
な
取
り
組
み
は
疑
わ
し
い
状
況
で
、
実
質
的
な
こ
と
は
何
も
動
い
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
ク
オ
ー
タ
制
の
議
論

も
な
い
ま
ま
突
入
し
た
２
０
１
２
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
女
性
議
員
割
合
は
、
そ
れ
ま
で
の
11
・
25
％
か
ら
7.9
％
に
凋
落
し
、
列
国
議
会
同
盟
の
女
性
国
会

議
員
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
１
９
０
カ
国
中
過
去
最
低
の
１
６
３
位
と
な
り
、
Ｇ
８
諸
国
中
最
下
位
で
あ
る
。

民
法
改
正
は
、
有
権
者
の
期
待
を
裏
切
り
、
ま
っ
た
く
手
つ
か
ず
の
ま
ま
、
次
の
政
権
交
代
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
立
法
府
の
法
改
正
に
む
け
た
動
き
の
な
い
ま
ま
、

２
０
１
１
年
2
月
に
は
、
夫
婦
別
姓
訴
訟
が
、
２
０
１
２
年
4
月
に
は
、
旧
姓
使
用
権
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
婚
外
子
相
続
差
別
訴
訟
で
は
、
高
裁
レ
ベ
ル
で
度
々
違
憲
判

断
が
行
わ
れ
、
２
０
１
１
年
8
月
、
大
阪
高
裁
で
は
、
婚
外
子
へ
の
「
区
別
を
放
置
す
る
こ
と
は
立
法
府
の
裁
量
判
断
の
限
界
を
超
え
て
い
る
」
と
厳
し
く
指
摘
さ
れ
た
。

結
局
、
今
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
か
ら
、
見
え
て
き
た
の
は
、
形
式
ば
か
り
を
整
え
よ
う
と
す
る
政
府
の
対
応
で
あ
る
。
内
容
の
希
薄
な
た
っ
た
2
時
間
足
ら

ず
の
男
女
共
同
参
画
会
議
監
視
専
門
調
査
会
の
審
査
、
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
主
催
の
「
聞
く
会
」
に
お
け
る
10
数
分
間
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
質
疑
…
そ
れ
ら
を
あ
た

か
も
十
分
な
審
議
が
尽
く
さ
れ
た
か
に
見
せ
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
情
報
提
供
に
は
、
い
ず
れ
の
場
に
も
期
待
を
も
っ
て
傍
聴
・
参
加
し
た
筆
者
に
は
、
歯
が
ゆ
い
思
い
し

か
残
ら
な
か
っ
た
。

シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
が
、
再
三
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
き
は
、
総
括
所
見
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
き
で
あ
る
。
条
約
締
約
国
の

政
府
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
勧
告
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
誠
実
に
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
こ
そ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
「
21
世
紀
日
本
の
最
重
要
課
題
」
と
し

た
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ
の
筋
道
が
見
え
て
く
る
。

そ
れ
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
が
欠
か
せ
な
い
。
担
当
者
の
入
れ
替
わ
る
官
僚
組
織
で
は
、
専
門
性
は
育
ち
に
く
い
。
そ
の
種
の
会
合
は
、
い
つ
も
女
性
差
別
撤
廃
条
約

と
は
何
か
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
と
は
何
か
と
い
う
説
明
か
ら
始
ま
る
。
一
方
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
際
女
性
の
地
位
協
会
は
、
研
究
者
、
実
務
家
、
市
民
女
性
が
、
四
半
世
紀
継
続
的
に

条
約
の
研
究
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
し
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動
す
る
団
体
で
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
活
用
し
て
現
在
の
状
況
を
改
善
し
よ
う
と

取
り
組
ん
で
い
る
51
も
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
熱
心
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、男
女
共
同
参
画
会
議
の
専
門
調
査
会
や
「
聞
く
会
」
の
傍
聴
も
欠
か
さ
ず
、行
っ
て
い
る
。

政
府
の
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
へ
の
コ
メ
ン
ト
」
が
、形
式
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
へ
の
回
答
」
に
示
さ
れ
た
分
析
に
は
、

重
要
な
方
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
推
進
専
門
調
査
会
の
設
置
、
国
会
議
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
差
別
的
な
法
規
定
の
改
正
、
暫
定
的
特
別

措
置
に
関
す
る
法
制
整
備
、
性
に
中
立
な
選
挙
制
度
の
構
築
、
有
価
証
券
報
告
書
へ
の
男
女
別
状
況
記
載
、
公
共
調
達
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
企
業
評
価
、
男
女
共
同

参
画
法
制
の
教
育
課
程
へ
の
位
置
づ
け
等
、
政
府
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
て
、
必
要
な
措
置
を
と
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
総
括
所
見
の
実
施
に
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

（
62
）

（
63
）
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注（
1
）U

n
ited N

ation
s T

reaty C
ollection

, C
h

apter Ⅳ

：H
u

m
an

 R
igh

ts 8,8b, statu
s as at 09,01,2013.

（
2
）
以
下
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
関
連
国
連
文
書
は
、U

N
 W

eb.

（
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
）http://w

w
w
2.ohchr.org/english/bodies/cedaw

/

参
照
。C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
/6,C

oncluding O
bservations

を
日
本
政
府
は
、「
最
終
見
解
」
と
訳
し
て
い
る
。
な
お
、
同
様
の
文
書
が
、
前
回
ま
で
はF

inal C
om

m
ents

と
さ
れ
、「
最
終
コ
メ
ン
ト
」
と
訳
し
て
い
た
。

（
3
）C

E
D

A
W

/C
/2008/

Ⅱ/4. 

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
『
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

－

２
０
１
０ 

ド
ゥ
ブ
ラ
ヴ
カ・シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
招
聘
活
動
報
告
集　

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
が
語
る
日
本
の
課
題
』
２
０
１
０
年
、
７

－

９
頁
。

（
4
）U

N
 W

eb.
前
掲
（
注
2
）S

tatem
en

t by th
e C

E
D

A
W

 on
 its relation

sh
ip w

ith
 n

on
-govern

m
en

tal organ
ization

s, 

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
訳
「
非
政
府
組
織
と
の
関
係
に
関
す
る
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
の
声
明
」『
国
際
女
性
』
第
24
号
（
２
０
１
０
年
）
１
４
２

－

１
４
３
頁
。

（
５
）
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Japan

 N
G

O
 N

etw
ork for C

E
D

A
W

=JN
N

C

）
は
、
２
０
０
２
年
に
結
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
国
内
実
施

の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
、
51
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
し
て
い
る
。
赤
松
良
子
・
山
下
泰
子
監
修
、
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
『
女
性
差
別
撤
廃
条
約
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
』

明
石
書
店
、
２
０
０
３
年
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
報
告
書
『
国
連
と
日
本
の
女
性
た
ち
』
２
０
０
９
年
が
あ
る
。
筆
者
は
、
初
代
（
２
０
０
２
〜
２
０
１
２
年
）
代
表
世
話
人
を
務
め
た
。

（
6
）
石
崎
節
子
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
世
話
人
作
成
。

（
7
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/6, 

日
本
政
府
（
仮
訳
）「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況
第
6
回
報
告
平
成
20
年
4
月
」『
国
際
女
性
』
第
22
号
、
１
２
５
頁
以
降
。

（
8
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
『
国
連
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
―
女
性
差
別
撤
廃
条
約
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
と
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
活
動
記
録
』
２
０
０
９
年
、
６

－

９
頁
、
大
谷
美
紀
子
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」『
国
際
女
性
』
第
23
号
（
２
０
０
９
年
）
１
４
５
頁
。

（
9
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/Q

/6, 
日
本
政
府
（
仮
訳
）「
第
6
回
報
告
に
関
す
る
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
に
対
す
る
回
答
」
お
よ
び
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
会
期
前
作

業
部
会
か
ら
の
質
問
事
項
へ
の
回
答
（
2
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
回
答
」
中
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
質
問
事
項
30
項
目
の
日
本
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
国
際
女
性
』
第
23
号
（
２
０
０
９
年
）
99

－

１
４
３
頁
。

（
10
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
会
期
前
作
業
部
会
か
ら
の
質
問
事
項
へ
の
回
答
（
2
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
回
答
」
前
掲
（
注
9
）
１
２
６

－

１
４
３
頁
、
英
語
版
は
、U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/Q

/6,A
dd.1,

日
本
政
府
（
仮
訳
）「
第
6
回
報
告
に
関
す
る
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
に
対
す
る
回
答
」
前
掲
（
注
9
）
99

－

１
２
５
頁
。

（
12
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
」
前
掲
（
注
9
）
１
５
４

－

１
７
２
頁
。
英
語
版
は
、U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
非
公
式
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
ブ
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
」
前
掲
（
注
9
）
１
７
３

－

１
７
６
頁
。「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
の
質
問
と
回
答
」「E

quality N
ow

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
」、前
掲
（
注

8
）
67

－

68
，
74

－

75
頁
。

（
14
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
主
催
ラ
ン
チ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
」、
前
掲
（
注
8
）
77

－

97
頁
、
柏
原
恭
子
「
ラ
ン
チ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
報
告
」
前
掲
（
注
9
）
１
７
７

－

１
７
９
頁
。

（
15
）
仁
科
由
紀
（
テ
ー
プ
起
こ
し
・
翻
訳
）「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
審
議
全
記
録
―
第
6
次
レ
ポ
ー
ト
審
議
全
記
録
」
前
掲
（
注
9
）
１
８
０

－

２
２
１
頁
。

（
16
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
, 

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
訳
「
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
第
44
会
期　

第
6
次
日
本
報
告
総
括
所
見
」
前
掲
（
注
9
）
２
２
２

－

２
２
９
頁
、
山
下
泰
子
・
辻
村
み
よ
子
・

浅
倉
む
つ
子
・
二
宮
周
平
・
戒
能
民
江
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
六
法
』
信
山
社
、
２
０
１
１
年
、
15

－

21
頁
。

（
17
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
『
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
が
語
る
日
本
の
課
題
』
前
掲
（
注
３
）
は
、
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
の
招
聘
活
動
報
告
集
で
あ
る
。

（
18
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
〝
総
括
所
見
〞
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
へ
の
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
」「
総
括
所
見
後
の
各
項
目
進
捗
状
況
」『
国
際
女
性
』
第
25
号
（
２
０
１
１
年
）
77

－

１
０
２
頁
、

英
語
版
は
、U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局W

eb.

（h
ttp://w

w
w

.gen
der.go.jp/teppai/in

dex.h
tm

l

）
に
英
文
・
日
本
語
と
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
国

際
女
性
』
前
掲
（
注
18
）
70

－

76
頁
。

（
20
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局W

eb. 

前
掲
（
注
19
）
に
英
文
・
政
府
仮
訳
と
も
掲
載
。『
国
際
女
性
』
第
26
号
（
２
０
１
２
年
）
１
３
２
頁
に
も
掲
載
。
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（
21
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
項
に
関
す
る
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
評
価
に
つ
い
て
の
見
解
」『
国
際
女
性
』
前
掲
（
注
20
）
１
３
３
頁
。

（
22
）
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局W

eb. 

前
掲
（
注
19
）
に
英
文
・
政
府
仮
訳
と
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）E

/C
N

.6/2010/C
R

P
/2,paras.13-15, 

ド
ゥ
ブ
ラ
ヴ
カ
・
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
講
演
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准
25
周
年
と
履
行
に
お
け
る
諸
課
題
」
前
掲
（
注
3
）
７

－

９
頁
。

（
24
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）C

losin
g rem

arks 41-18, Ju
l 08.

（
25
）E

/C
N

.6/2010/C
R

P.2,para, 13-15.

（
26
）
ド
ゥ
ブ
ラ
ヴ
カ
・
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
前
掲
（
注
3
）
８

－

９
頁
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
第
50
会
期
（
２
０
１
２
年
）
以
降
は
、
特
別
報
告
者
を
バ
ー
バ
ラ
・
ベ
イ
リ
ー
、
代
替
報
告
者
を
林
陽
子
と
し
て

第
2
期
が
進
行
し
て
い
る
。

（
27
）C

E
D

A
W

/C
/2009/

Ⅱ/4,paras.9-12.

（
28
）U

N
 D

oc.C
E

R
D

/C
/35/R

ev.3.

（
29
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
訳
（
注
16
）。

（
30
）
条
約
第
18
条
1
項
（
ｂ
）
の
規
定
に
従
え
ば
、
日
本
の
第
7
次
レ
ポ
ー
ト
の
期
限
は
、
２
０
１
０
年
7
月
で
あ
る
。
総
括
所
見
で
は
、
第
7
次
・
第
8
次
を
一
括
し
て
２
０
１
４
年
7
月
に
提
出
す

る
よ
う
求
め
て
お
り
、
同
条
と
の
関
連
で
問
題
が
あ
ろ
う
。

（
31
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）A

/58/38, F
ou

rth
 an

d fifth
 periodic reports/Japan

 /C
on

clu
din

g observation
s, 

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
訳
「
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
第
29
会
期　

日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
最

終
コ
メ
ン
ト
」『
国
際
女
性
』
第
17
号
（
２
０
０
３
年
）
99

－
１
０
５
頁
、『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
六
法
』
前
掲
（
注
16
）
10

－

14
頁
。

（
32
）
日
本
政
府
（
仮
訳
）「
第
6
回
報
告
審
査
に
関
す
る
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
に
対
す
る
回
答
」
前
掲
（
注
9
）
99

－

１
２
５
頁
。

（
33
）
仁
科
由
紀
（
テ
ー
プ
起
こ
し
・
翻
訳
）「
第
44
会
期
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会 

第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議 

全
記
録
」
前
掲
（
注
15
）
１
９
０
頁
。

（
34
）U

N
. W

eb. 

前
掲
（
注
2
）G

en
eral recom

m
en

dation
 N

o. 25, on
 article 4, paragraph

 1, of th
e C

on
ven

tion
 on

 th
e E

lim
in

ation
 of A

ll F
orm

s of D
iscrim

in
ation

 again
st 

W
om

en
, on

 tem
porary special m

easu
res, 

日
本
政
府
（
仮
訳
）「
一
般
勧
告
第
25
号　

第
4
条
1
項
暫
定
的
特
別
措
置
」『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
六
法
』
前
掲
（
注
16
）
55

－

59
頁
。

（
35
）
前
掲
（
注
11
）。

（
36
）
近
江
美
保
「
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
一
般
的
勧
告N

o.25

」『
国
際
女
性
』
第
18
号
（
２
０
０
４
年
）
83

－

84
頁
。

（
37
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
、
前
掲
（
注
3
）
13

－
14
頁
。

（
38
）
２
０
１
０
年
12
月
26
日
付
。

（
39
）
２
０
１
０
年
11
月
30
日
、
於
・
参
議
院
議
員
会
館
。

（
40
）
２
０
１
１
年
1
月
28
日
、
於
・
衆
議
院
第
2
議
員
会
館
。

（
41
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
、
前
掲
（
注
3
）
13
頁
。

（
42
）
２
０
０
９
年
12
月
か
ら
２
０
１
０
年
2
月
ま
で
、
5
回
の
会
合
が
も
た
れ
た
。
研
究
者
・
弁
護
士
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
5
名
か
ら
な
る
チ
ー
ム
で
、
筆
者
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
1
人
で
あ
っ
た
。

（
43
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
/6/A

dd.1, R
esponse to the follow

-up recom
m

endations contained in the concluding observations of the C
om

m
ittee pursuant to 

the exam
ination of the sixth periodic report of the S

tate party on 7
 A

ugust 2009,

日
本
政
府
（
仮
訳
）「「
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
（C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

/6

）
に
対
す
る
日

本
政
府
コ
メ
ン
ト
」
２
０
１
１
年
8
月
、『
国
際
女
性
』
第
25
号
（
２
０
１
１
年
）
70

－

76
頁
。

（
44
）U

N
 W

eb.

前
掲
（
注
2
）Follow

-up R
eport of Japan N

G
O

 N
etw

ork for C
E

D
A

W

（JN
N

C

）, Japan’s P
rogress in Im

plem
enting the T

w
o S

pecific R
ecom

m
endations in the 

C
oncluding O

bservations of the C
om

m
ittee on the E

lim
ination of D

iscrim
ination against W

om
en Issued at Its Forty-four S

ession, JN
N

C
, 

前
掲
（
注
43
）
77

－

90
、
Ｊ
Ｎ
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Ｎ
Ｃ
「
総
括
所
見
後
の
各
項
目
進
捗
状
況
」（
２
０
１
１
年
7
月
4
日
）（
注
43
）
91

－

１
０
２
頁
。

（
45
）
前
掲
（
注
4
）
１
４
３
頁
。

（
46
）A

A
/follow

-u
p/Japan

/50, U
N

 W
eb.

前
掲
（
注
2
）letter E

（4
N

ovem
ber 2011

）, 

日
本
政
府
（
仮
訳
）「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
項
目
回
答
へ
の
評
価
書
」『
国
際
女
性
』
第
26
号
（
２
０
１
２

年
）
１
３
２
頁
。

（
47
）
シ
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
委
員
の
発
言
、
前
掲
（
注
3
）
9
頁
。

（
48
）
２
０
１
１
年
11
月
25
日
の
「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
基
づ
く
成
果
目
標
の
動
向
」
に
よ
れ
ば
、国
の
地
方
機
関
課
長
・
本
省
課
長
補
佐
相
当
職
以
上
（
5.1
％
（
Ｈ
20
年
度
）
↓
4.8
％
（
Ｈ

21
年
度
）
や
、
民
間
企
業
の
課
長
相
当
職
以
上
（
6.5
％
（
Ｈ
21
年
度
）
↓
6.2
％
（
Ｈ
22
年
度
）
の
数
値
は
、
い
ず
れ
も
計
画
策
定
時
よ
り
下
が
っ
て
お
り
、
成
果
達
成
に
む
か
う
施
策
が
と
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
露
呈
し
て
い
る
。

（
49
）「
評
価
書
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
見
解
」
前
掲
（
注
46
）
１
３
３
頁
。

（
50
）C

/JP
N

/C
O

/6/A
dd.2, 16 N

ovem
ber 2012, In

form
ation

 provided by Japan
 on

 th
e follow

-u
p to th

e con
clu

din
g observation

s of th
e C

om
m

ittee

、
政
府
（
仮
訳
）「
女
子
差

別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
（C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
/6

）
に
対
す
る
日
本
政
府
コ
メ
ン
ト
に
係
る
追
加
的
情
報
提
供
」
２
０
１
２
年
11
月
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

（
51
）
前
掲
（
注
9
）
１
８
８
頁
。

（
52
）
前
掲
（
注
55
）
１
９
０

－

１
９
１
頁
。

（
53
）
前
掲
（
注
16
）
16
頁
。

（
54
）G

en
eral recom

m
en

dation
 N

o.82 on
 th

e core obligation
s of S

tates parties u
n

der article 2
 of th

e C
on

ven
tion

 on
 th

e E
lim

in
ation

 of A
ll F

orm
s of D

iscrim
in

ation
 

again
st W

om
en

, C
E

D
A

W
/C

/G
C

/28

（2010.12.16.
）, 『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
六
法
』
前
掲
（
注
16
）
74
頁
。

（
55
）
林
陽
子
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約　

国
家
責
任
と
被
害
者
の
救
済
」『
講
座
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法　

第
1
巻　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
』
日
本
加
除
出
版
、
２
０
１
２
年
、
１
４
５
頁
。

（
56
）
岩
沢
雄
司
「
自
由
権
規
約
委
員
会
の
規
約
解
釈
の
法
的
意
義
」『
世
界
法
年
報
』
第
29
号
（
２
０
１
０
年
）
62

－

63
頁
。

（
57
）
山
下
泰
子
「
国
際
人
権
と
国
内
人
権
」『
女
性
差
別
撤
廃
条
約
と
日
本
』
尚
学
社
、
２
０
１
０
年
、
２

－

25
頁
、「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
日
本
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」『
講
座　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法 

第

1
巻
』
前
掲
（
注
55
）
26

－

28
頁
、「
夫
婦
の
姓
と
男
女
平
等
」『
文
京
女
子
大
学
研
究
論
集
』
1
巻
1
号
（
１
９
９
１
年
）
55

－

70
頁
、「
論
壇　

独
で
夫
婦
別
姓
立
法
を
求
め
た
判
決
」
朝
日
新
聞
、

１
９
９
１
年
6
月
18
日
。

（
58
）G

en
eral recom

m
en

dation
 N

o. 25, on
 article 4, paragraph

 1, of th
e C

on
ven

tion
 on

 th
e E

lim
in

ation
 of A

ll F
orm

s of D
iscrim

in
ation

 again
st W

om
en

, on
 tem

porary 

special m
easu

res,

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
六
法
』
前
掲
（
注
16
）
55

－

59
頁
。

（
59
）
な
お
、
伊
藤
和
子
は
、「『
一
般
勧
告
25
』
が
、
女
性
の
実
質
的
な
平
等
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
・
適
切
で
あ
る
場
合
、
暫
定
的
特
別
措
置
を
採
用
・
実
施
す
る
こ
と
が
締
約
国
に
義
務
づ
け
ら
れ

る
と
の
新
し
い
解
釈
に
転
じ
た
」
と
す
る
。「
国
際
人
権
の
展
開
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
政
策
の
展
望
」『
講
座　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法 

第
4
巻
』
日
本
加
除
出
版
、
２
０
１
２
年
、
１
５
５
頁
。

（
60
）
山
下
泰
子
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
実
効
性
確
保
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
」『
国
際
人
権
』
第
21
号
（
２
０
１
０
年
）
信
山
社
、
15

－

31
頁
、
山
下
泰
子
「
国
際
人
権
条
約
の
実
施
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

可
能
性
」『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
社
会
科
学
の
可
能
性
第
3
巻　

壁
を
超
え
る
』
岩
波
書
店
、
２
０
１
１
年
、
１
６
９

－

１
９
２
頁
。

（
61
）
山
下
泰
子
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
好
機
―
女
性
差
別
撤
廃
条
約
採
択
30
周
年
と
日
本
の
課
題
」『
世
界
』
８
０
１
号
（
２
０
１
０
年
2
月
）
２
４
０

－

２
４
７
頁
。

（
62
）『
女
性
展
望
』
２
０
１
３
年
2
月
号
、
7
頁
。

（
63
）
ｍ
ネ
ッ
ト
・
民
法
改
正
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
民
法
改
正
し
な
か
っ
た
こ
と
に
抗
議
す
る
声
明
」
２
０
１
２
年
11
月
16
日
。




